
第８７回神河町議会定例会に提出された議案

○町長提出議案

報告第１２号 専決処分の報告の件（交通事故に係る損害賠償の額の決定及びその和

解）

第９７号議案 神河町教育委員会委員の任命の件

第９８号議案 神河町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件

第９９号議案 神河町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制定の件

第１００号議案 神河町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例制定の件

第１０１号議案 神河町病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定の件

第１０２号議案 神河町公の施設（神河町ケーブルテレビネットワーク施設）の指定管

理者指定の件

第１０３号議案 神河町公の施設（わくわく公園）の指定管理者指定の件

第１０４号議案 町営住宅柏尾団地建替工事請負契約締結事項の変更の件

第１０５号議案 神河町中央公民館空調設備等改修工事請負契約締結事項の変更の件

第１０６号議案 平成３０年度神河町一般会計補正予算（第４号）

第１０７号議案 平成３０年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第２号）

第１０８号議案 平成３０年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

第１０９号議案 平成３０年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）

第１１０号議案 平成３０年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

第１１１号議案 平成３０年度神河町訪問看護事業特別会計補正予算（第２号）

第１１２号議案 平成３０年度神河町水道事業会計補正予算（第２号）

第１１３号議案 平成３０年度神河町下水道事業会計補正予算（第２号）

第１１４号議案 平成３０年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第２号）

○議会提出議案

発 議 第 ３ 号 防災・減災に資するインフラ整備促進のための財源確保等具体的な対

策を求める意見書

－１－



－２－



神河町告示第１３７号

第８７回神河町議会定例会を次のとおり招集する。

平成３０年１１月２７日

神河町長 山 名 宗 悟

１ 期 日 平成３０年１２月６日

２ 場 所 神河町役場 議場

○開会日に応招した議員

 納 良 幸 藤 森 正 晴

三 谷 克 巳 藤 原 裕 和

澤 田 俊 一 栗 原  哉

小 寺 俊 輔 藤 原 日 順

吉 岡 嘉 宏 安 部 重 助

小 島 義 次

○応招しなかった議員

松 山 陽 子
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平成３０年 第８７回（定例）神 河 町 議 会 会 議 録（第１日）

平成３０年１２月６日（木曜日）

議事日程（第１号）

平成３０年１２月６日 午前９時開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸報告

日程第４ 報告第１２号 専決処分の報告の件（交通事故に係る損害賠償の額の決定及びそ

の和解）

日程第５ 第９７号議案 神河町教育委員会委員の任命の件

日程第６ 第９８号議案 神河町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件

日程第７ 第９９号議案 神河町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制定の件

日程第８ 第 １００号議案 神河町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例制定の件

日程第９ 第 １０１号議案 神河町病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制

定の件

日程第１０ 第 １０２号議案 神河町公の施設（神河町ケーブルテレビネットワーク施設）の

指定管理者指定の件

日程第１１ 第 １０３号議案 神河町公の施設（わくわく公園）の指定管理者指定の件

日程第１２ 第 １０４号議案 町営住宅柏尾団地建替工事請負契約締結事項の変更の件

日程第１３ 第 １０５号議案 神河町中央公民館空調設備等改修工事請負契約締結事項の変更

の件

日程第１４ 第 １０６号議案 平成３０年度神河町一般会計補正予算（第４号）

日程第１５ 第 １０７号議案 平成３０年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第

２号）

日程第１６ 第 １０８号議案 平成３０年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）

日程第１７ 第 １０９号議案 平成３０年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３

号）

日程第１８ 第 １１０号議案 平成３０年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

日程第１９ 第 １１１号議案 平成３０年度神河町訪問看護事業特別会計補正予算（第２号）

日程第２０ 第 １１２号議案 平成３０年度神河町水道事業会計補正予算（第２号）

日程第２１ 第 １１３号議案 平成３０年度神河町下水道事業会計補正予算（第２号）

日程第２２ 第 １１４号議案 平成３０年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第２号）

日程第２３ 議員派遣の件
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本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸報告

日程第４ 報告第１２号 専決処分の報告の件（交通事故に係る損害賠償の額の決定及びそ

の和解）

日程第５ 第９７号議案 神河町教育委員会委員の任命の件

日程第６ 第９８号議案 神河町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件

日程第７ 第９９号議案 神河町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制定の件

日程第８ 第 １００号議案 神河町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例制定の件

日程第９ 第 １０１号議案 神河町病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制

定の件

日程第１０ 第 １０２号議案 神河町公の施設（神河町ケーブルテレビネットワーク施設）の

指定管理者指定の件

日程第１１ 第 １０３号議案 神河町公の施設（わくわく公園）の指定管理者指定の件

日程第１２ 第 １０４号議案 町営住宅柏尾団地建替工事請負契約締結事項の変更の件

日程第１３ 第 １０５号議案 神河町中央公民館空調設備等改修工事請負契約締結事項の変更

の件

日程第１４ 第 １０６号議案 平成３０年度神河町一般会計補正予算（第４号）

日程第１５ 第 １０７号議案 平成３０年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第

２号）

日程第１６ 第 １０８号議案 平成３０年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）

日程第１７ 第 １０９号議案 平成３０年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３

号）

日程第１８ 第 １１０号議案 平成３０年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

日程第１９ 第 １１１号議案 平成３０年度神河町訪問看護事業特別会計補正予算（第２号）

日程第２０ 第 １１２号議案 平成３０年度神河町水道事業会計補正予算（第２号）

日程第２１ 第 １１３号議案 平成３０年度神河町下水道事業会計補正予算（第２号）

日程第２２ 第 １１４号議案 平成３０年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第２号）

日程第２３ 議員派遣の件

出席議員（１１名）

１番  納 良 幸 ８番 藤 森 正 晴

２番 三 谷 克 巳 ９番 藤 原 裕 和

３番 澤 田 俊 一 １０番 栗 原  哉
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４番 小 寺 俊 輔 １１番 藤 原 日 順

５番 吉 岡 嘉 宏 １２番 安 部 重 助

６番 小 島 義 次

欠席議員（１名）

７番 松 山 陽 子

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

局長 坂 田 英 之 主事 山 名 雅 也

説明のため出席した者の職氏名

町長 山 名 宗 悟 地 域 振 興 課 参 事 兼 施 設 連 携 ま ち づ く り 事 業 特 命 参 事

副町長 前 田 義 人 小 林 英 和

教育長 入 江 多喜夫 地域振興課参事兼農林業特命参事

町参事 石 堂 浩 一 多 田 守

総務課長 日 和 哲 朗 建設課長 真 弓 俊 英

総務課参事兼財政特命参事 地籍課長 児 島 則 行

児 島 修 二 上下水道課長 中 島 康 之

情報センター所長 藤 原 秀 洋 健康福祉課長 桐 月 俊 彦

税務課長兼滞納整理特命参事 健康福祉課参事兼保健師事業特命参事

和 田 正 治 保 西 瞳

住民生活課長  木 浩 会計管理者兼会計課長

住民生活課参事兼防災特命参事 山 本 哲 也

田 中 晋 平 病院事務長 藤 原 秀 明

ひと・まち・みらい課長 病院総務課長兼施設課長

藤 原 登志幸 藤 原 広 行

地域振興課長 教育課長兼センター所長

山 下 和 久 藤 原 美 樹

議長挨拶

○議長（安部 重助君） 皆さん、おはようございます。

開会に先立ちまして、一言御挨拶を申し上げます。

本日ここに第８７回神河町議会定例会が招集されましたところ、議員各位並びに執行

部におかれましては、定刻までに御参集を賜り開会できますことは、町政のため、まこ
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とに御同慶にたえません。

紅葉の見ごろも過ぎ、ことしもはや師走となりました。１０月２５、２６日には、大

山地区、南小田地区において議会報告会を開催させていただきました。多くの方に出席

をしていただき、町の抱える問題について多様な御意見を伺いました。内容等について

は、広報公聴活動調査特別委員会においてまとめていただき、１月発行の議会だよりか

みかわにて掲載をさせていただきます。

１１月１３日には、神崎郡３町と多可町の議会議員研修として、金澤副知事を講師に

迎え、「兵庫２０３０年の展望『すこやか兵庫』をめざして」と題して講演を受けまし

た。町長を初め多くの職員の方にも御参加をいただきました。時代は必ず変わる。その

ときどう行動するか、対応するかで将来の生き残りにつながっていくという内容であっ

たと思います。今後、まちづくりはさらに重要な時期を迎えると認識したところであり

ます。

国においては、３１年度予算が１００兆円を突破し、過去最大となる見通しで、来年

１０月の消費税引き上げに備えての景気対策や幼児教育無償化などの子育て支援、高齢

化に伴う医療、年金などの社会保障費の増加が見込まれています。誰もが公平に恩恵が

受けられる国づくりを望むところであります。

今次定例会に町長から提出されます議案は、後ほど議会運営委員長から報告がありま

すが、報告、人事、条例の一部改正、指定管理者の指定、工事請負契約の変更、補正予

算の計１９件であります。いずれも町政にとって重要な案件であります。議員各位には

格別の御精励を賜りまして、適切妥当な結論が得られ、結果として町民の負託に応えら

れるよう望みまして、開会の挨拶といたします。

町長挨拶

○町長（山名 宗悟君） おはようございます。師走に入りまして、何かと気ぜわしい毎

日となってまいりました。

議員各位にはそれぞれ御健勝にて御活躍されておりますこと、お喜び申し上げます。

第８７回神河町議会定例会開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げたいと思いま

す。

先ほど議長の挨拶の中にも触れられておりましたが、国におきましては、本日の神戸

新聞も載っておりました。２０１９年度、平成３１年度の予算案がこのほど取りまとま

ったということでありまして、初めて１００兆円を超えるという予算規模になるようで

ございます。内容につきましては、消費税の改正に伴う景気対策を中心とした増額とい

うふうになっておりまして、２１日の閣議決定を目指す編成作業となっているようでご

ざいます。私どもといたしましても、国の状況をしっかりと把握しながら、神河町にお

ける新年度予算の編成にも当たっていかなければいけないというふうに考えております。

神河町のことし１年を振り返ってみますと、台風７号の影響による総雨量７００ミリ
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を超えた７月豪雨、その後数回に及ぶ台風接近、通過に伴う水防本部設置など、近年ま

れに見る１年であったというふうに言えます。特に７月豪雨による被害は、大河内エリ

アを中心に多発をし、現在、災害復旧工事を実施しているところであります。

このたびの豪雨では、平成２１年災害以降、兵庫県は集中して砂防・治山堰堤を施す

事業展開をしていただいたわけでございますが、神河町においてもその施された地域で

はほとんど災害が発生していないことがはっきりと見て取れたわけでございます。改め

てこの山間部における源流域においての砂防・治水事業の重要性が明らかになったと感

じているところであります。今後、引き続いての県、国への要望活動に取り組むことと

いたしております。

一方、神河町にとりましては、地域創生をさらに加速させるべき神河町長期総合計画

あるいは総合戦略５カ年計画に基づいて、各種事業遂行に努めてまいりました。何とい

いましても昨年は、道の駅「銀の馬車道・神河」、また峰山高原リゾートホワイトピー

クのオープンなど、神河町に新たなにぎわいの場、雇用創出、経済循環拡大の場として

誕生したわけでございます。２９年度の入り込み客数では、幾らかの施設で前年を下回

る中、道の駅は６万０００人、現在まで延べ１６万人を超える。ホワイトピークは６

万人の入り込み客でにぎわい、２８年度の入り込み客６３万０００人に対しまして７

０万０００人と、３年ぶりの７０万人を超え、本年度については１０月末現在５５万

人と、前年対比１２２％の伸びとなっているわけでございます。さらに、マスコミから

の取材、テレビ撮影なども年間通じて町内全域で実施されるなど、着実に神河ブランド

は高まりつつあることを実感しているところであります。

移住定住政策におきましても、しんこうタウンの全区画の完売、若者定住では、家賃

補助では新規と継続合わせて５３世帯、住宅取得及びリフォームでは、今年度２４世帯、

延べ７４世帯と順調な伸びとなっています。

一方、子供の出生数は、回復はしていますが、６０数名の見込みとなっています。

今年度も残すところ４カ月、引き続き「交流から定住」をキャッチフレーズに、各種

事業に全力で取り組むとともに、適正かつ効率的な予算執行に努めてまいる所存であり

ます。

今回の定例議会に上程をさせていただきます案件につきましては、専決処分１件、人

事案件１件、条例制定４件、指定管理者指定２件、工事請負契約２件、平成３０年度各

会計補正予算９件の合わせて１９件の提案をさせていただきます。議員各位には慎重審

議により御承認賜りますようお願いを申し上げまして、開会の挨拶とさせていただきま

す。

午前９時０９分開会

○議長（安部 重助君） ただいまの出席議員数は１１名であります。定足数に達してい

ますので、第８７回神河町議会定例会を開会いたします。
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これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

日程に入る前にお知らせをいたします。

松山陽子民生福祉常任委員長におかれましては、療養中のため、本定例会会期中、欠

席届が出ておりますので、御了承を願います。

・ ・

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（安部 重助君） 日程第１は、会議録署名議員の指名であります。

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長から指名いたします。

８番、藤森正晴議員、９番、藤原裕和議員、以上２名を指名します。

・ ・

○議長（安部 重助君） 次の日程に入る前に、先般開かれました議会運営委員会の決定

事項について報告を受けます。

納良幸議会運営委員長。

○議会運営委員会委員長（納 良幸君） おはようございます。１番、納です。議会

運営委員会の報告をいたします。

去る１２月３日に議会運営委員会を開催し、本定例会の議事運営について協議し、決

定いたしました事項を御報告申し上げます。

まず、会期の日程でございますが、本日から１２月１９日までの１４日間と決してお

ります。

町長から提出されます議案は、専決処分１件、人事案件１件、条例の一部改正４件、

神河町公の施設の指定管理者指定の件２件、工事請負契約締結事項の変更の件２件、補

正予算９件、計１９件が提出されております。

議会からの提出議案等は、意見書１件で、最終日に提出する予定となっております。

議事日程につきましては、お手元に配付のとおりでございます。

本日、第１日目は、提案説明の後に質疑を行い、報告第１２号については了承、第９

７号議案については同意、第９８号議案から第１０５号議案については表決をお願いす

ることといたしております。第１０６号議案の一般会計補正予算は総務文教常任委員会

に付託し、審査をお願いすることとしております。第１０７号議案から第１１４号議案

の各特別会計、企業会計補正予算については、最終日採決としております。

一般質問につきましては、事前に通告のとおり、通告締め切りを１１月２８日の午後

３時とし、本会議第２日目の１３日に行います。

１９日の最終日は、委員会に付託しました議案の審査報告の後、表決をお願いし、あ

わせて第１０７号議案から第１１４号議案の表決をお願いいたします。また、発議第３

号についても表決をお願いすることとしております。

なお、閉会中に陳情書１件を受理しております。議会運営基準第１４０条、第１４２
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条の規定により、その写しを配付しておりますので、御確認ください。

以上のとおり今期定例会の会期日程及び議事日程等について決定し、議長にお願いし

ております。議員各位には格段の御協力をお願い申し上げます。

以上で議会運営委員会の報告を終わります。

○議長（安部 重助君） 議会運営委員長の報告は終わりました。

それでは、日程に戻ります。

・ ・

日程第２ 会期の決定

○議長（安部 重助君） 日程第２、会期の決定の件を議題とします。

お諮りします。今期定例会の会期は、本日から１２月１９日までの１４日間といたし

たいと思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本日か

ら１２月１９日までの１４日間と決定しました。

・ ・

日程第３ 諸報告

○議長（安部 重助君） 日程第３、諸報告でございます。

監査委員より例月出納検査及び定期監査の監査報告を提示していただいております。

お手元にその写しを配付しておりますので、御一読願います。

閉会中の主な事柄については、別紙一覧表として配付しております。

なお、各委員会の閉会中の活動状況については、各委員長より報告をしていただきま

す。

まず、総務文教常任委員会、お願いします。

三谷克巳総務文教常任委員長。

○総務文教常任委員会委員長（三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。それでは、閉

会中におけますところの総務文教常任委員会の調査活動の報告をいたします。

委員会を１１月１４日に開催し、所管の事務調査を行いましたので、その内容の報告

をいたします。

最初に、教育委員会の教育課関係ですが、まず、学校施設の整備ですが、越知谷小学

校、長谷小学校とも普通教室ほか７教室にエアコンを設置しております。また、長谷小

学校では１階と３階のトイレを洋式化しております。

この件について、エアコン設置は、集中管理方式で予算を立てられ、予算額が約０

００万円であったが、結果的にはセパレート方式に変更され、約９００万円で済んでい

ると、どの段階でこのセパレート方式に変わったのかという質疑がございまして、これ

に対して、予算編成時の概算見積もりでは、施設の実態を見ずに図面だけで判断して積

算をしていた。５月に設計監理の業務発注をして、そして請け負われた業者からセパレ
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ート方式でも可能という提案を受けて、そこに至ったとのことでございます。

次に、福本遺跡の関係ですが、ガイダンス施設の建設場所を決めるに当たり発掘調査

を実施したところ、３基の柱の穴の跡を検出しました。そのため、来年１月に追加の発

掘調査を実施する予定でございます。遺構が確認されなければ、その場所でガイダンス

施設を建設していくことになります。

続いて、福本堂屋敷で飛鳥時代後半に建立された寺院の建物基壇、土台ですが、これ

が発見されました。そしてこの基壇の周りには犬走りがめぐらされていて、その周囲か

らは古代の瓦や土器が出土しています。瓦は福本遺跡の瓦窯で出土したものと特徴が一

致しているとのことでございます。この古代寺院は、旧神崎郡域では溝口廃寺など南部

のほうでは発見されていましたが、北部では唯一の古代寺院でございまして、福本堂屋

敷廃寺と名づけられました。

次に、公立小・中学校の適正規模、適正配置に関してですが、１０月１９日に越知谷

５地区の区長さんよりの連名で、越知谷小学校、幼稚園の統合に関して、３２年４月１

日を統合の目安にする。また、１年前までに結論を出し、準備期間を１年間置くことな

どを内容としたところの要望書が提出されています。

これを受けての今後の取り組みスケジュールについての質疑がございまして、統合の

判断は、最終的には設置者である町長になるので、総合教育会議を開き、教育委員も含

めて町長と協議をするとのことです。また、通学の問題、子供たちがうまく融合できる

ような交流の進め方、制服などもろもろの課題を統合に向けて進めていくための統合準

備委員会を早目に立ち上げたいとのことでございます。

長谷小学校・幼稚園は、３２年以降の統合について、保護者で検討していくことが確

認されておりまして、現在、保護者で協議をされています。１０月１６日のＰＴＡ会員

による協議では、アンケート調査を実施することが決定されております。

続いて、保育所の待機児童に関してですが、現在はいないという話でございましたが、

実態はどうなのかという問いがございまして、待機児童は施設規模での定員をオーバー

している場合と、保育士が確保できないので受け入れができない場合が考えられますが、

そこまでの把握はし切れていないということでございます。保育料無償化の話もあるの

で、きっちりと町の方針を持ち、ニーズを把握して、待機児童が出ないようにしていき

たいとの回答でございました。

また、放課後子ども教室事業は、児童を見守るボランティアさんの減少により実施が

難しくなってきている学校が出てきているとのことでございます。

次に、地域交流センターですが、来年度の長期山村留学生の募集を９月から開始して

おり、現在、資料請求が２３件ありまして、うち６名から願書の提出をいただいており

ます。また、短期山村留学事業は、旅館業法の関係で、９月から日帰り短期事業だけを

実施しています。参加者不足を心配しておりましたが、定員に達して締め切る日もあっ

たので、これを長期山村留学につなげていきたいとのことでございます。
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一方、越知谷小学校の統合の動きが具体化してきているので、今後の山村留学のあり

方について検討、判断をする必要が出てきております。山村留学を続けてほしいという

声もあるので、山村留学推進委員会で十分協議をしていきたいとのことでございます。

続いて、公民館の関係ですが、ふるさと文化祭事業では、作品展が１１月９日から１

１日までの間、神崎公民館で開催されました。出展者は４７６名で、５４８点が出展さ

れていました。

第１３回の芸能発表会は、１２月９日に神崎公民館で開催されます。出演者は２３団

体、１７０名の予定でございます。

また、神崎公民館の陶芸用の電気窯が誤操作により壊れて、修復ができないので、白

林陶芸館の窯を使用しております。今後、センター長谷にある窯を活用するのか、また

購入するのかも含めて、検討をしているとのことでございます。

続いて、給食センターですが、蒸気ボイラーの更新工事、また蒸気配管の取りかえ工

事、機械室の照明取りつけ工事については、全て夏休み中に終了しております。

食育の取り組みでの地産地消につきましては、給食に鹿肉のかりん揚げを提供し、好

評を得ています。また、１０月末現在の地場産野菜の全体の利用率は３⒈７％で、前年

に比べ⒊７％ふえています。

続きまして、情報センターの報告に移ります。

超高速ブロードバンド基盤整備に係る宅内へのケーブルの引き込み工事は、１０月末

での進捗率は８⒊５％で、計画どおり進んでいますが、連絡がつかないため工事日等を

決められない家が約１５０戸ありますので、連絡手段を確保しているところでございま

す。

次に、インターネットの高速化につきましては、株式会社サルードとＩＲＵ契約によ

り進めておりまして、３１年４月から事業開始の予定で、基本サービス、またオプショ

ンサービスの内容も決めています。その中で基本となる接続利用料は月額５００円と

定めております。また、一方、貸付料は年間５００万円で協議をしているところでご

ざいます。

また、新しく始めます４Ｋ、８Ｋの衛星放送の試験放送が１１月１日から始まってお

り、新しく設置しました受信設備の受信状況は良好であるとのことでございます。

次に、姫路ケーブルテレビの多チャンネルサービスは、地上波デジタル回線を利用し

て継続していくことにしました。しかし、一方では、料金には変更が生じるとのことで

ございます。

続きまして、税務課でございます。

口座振替を推奨するためのアンケート調査を確定申告時に実施する予定でございます。

次に、相続財産管理人を選任するに当たって、裁判所の姫路支部から前もって買い受

け人を探しておくように言われているので、集落の意向を聞き、買い受け人を探しても

らっているとのことでございました。
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続きまして、会計課のほうに移ります。

１０月末の現金等保管総額は５１億７７０万１５６円で、一時借入金、一時預金

とも１億円ずつありますが、１２月には資金不足を生じる見込みで、約３億円の一時借

入金を予定しているとのことでございます。

次に、収納代理金融機関ですが、これまでみなと銀行、但陽信用金庫、但馬銀行、三

井住友銀行、姫路信用金庫の５行を指定していましたが、このたび播州信用金庫も指定

して、１１月１日から取り扱いを開始しております。

続きまして、総務課ですが、平成２９年度の決算、それから３０年度の普通交付税算

定額を踏まえた４９年度までの財政シミュレーションの説明を受けております。県から

はヒアリング時に、普通交付税が一本算定になる３３年度以降の実質公債費比率と財政

調整基金残高に留意するように指摘を受けたとのことでございます。

１０月末現在のふるさと納税の実績は、４８０件、９０６万９７０円で、前年度の

約半分の実績となっております。

また、返礼品として、日本郵便による見守り訪問サービスを追加していくことで協議

をしているとのことでございます。

入札関係で、測量設計業務の入札においては、最低制限価格を導入することで調査・

調整中で、来年早々までに実行できるよう進めているとのことでございます。

次に、自治体クラウドに関してですが、全国的に推進の動きがある中で、神河町は株

式会社日立システムズで単独クラウドを設置している三木市、それから宍粟市、洲本市

の４市町で共同化について検討をしているとのことでございます。

最後に、宿日直業務に関してでございますが、現在のサービスを維持することを前提

に、宿直業務は３１年４月１日からシルバー人材センター職員２名で行う体制に移行す

る予定でございます。また、日直業務は、先行町の状況を確認して、委託先などの課題

を調整していくとのことでございます。

この件につきましては、緊急時の対応、苦情の対応、人の確保などに関して多くの質

疑がございました。また、早目早目に調整していくことや、通話録音の提案もしたとこ

ろでございます。執行部からは、職員でやっているサービスを引き継ぐことを前提にし

た場合のマニュアルをつくる。シルバー人材センターと再度調整をして、研修、講習を

行い、それに従って業務に当たっていただきたいと思っているとの回答でございました。

当委員会でのやりとりを十分認識する中で進めてもらいたいとの意見を述べて、委員

会を終わっております。

以上、大まかな報告をさせていただきましたが、これ以外の事項、また詳しい質疑応

答の内容は、お手元に配付しております報告書にまとめておりますので、後ほど御一読

ください。

以上で総務文教常任委員会の報告を終わります。

○議長（安部 重助君） 次に、民生福祉常任委員会、お願いします。
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納良幸民生福祉常任副委員長。

○民生福祉常任委員会副委員長（納 良幸君） 民生福祉常任委員会の報告をいたしま

す。

閉会中の委員会活動について報告をいたします。

去る１１月９日に民生福祉常任委員会を開催し、平成３０年度事業執行状況について

説明を受け、調査を行いました。事業執行調査の結果を御報告申し上げます。

まず最初に、公立神崎総合病院所管（平成３０年度８月末）で、病院事業会計収益的

収支の状況の説明を受けました。平成３０年８月末、平成２９年８月末を比較しており

ます。事業収益は、３０年度、１３億３４６万４２６円、２９年度、１３億９７８万

３５３円、比較マイナス６３０万９２７円でございます。事業費用、１０億４５

５万９４６円、１１億８３６万２８６円、比較マイナス３８１万３４０円とな

っております。純利益は、２億８９０万４８０円、２億１４１万０６７円、比較７

４８万４１３円。

次に、入院患者数でございますが、１万０４６人、１万９５８人、比較で８８人

の増加になっております。外来患者数４万４８６人、４万９９２人、比較でマイナ

ス５０６人でございます。

病院事業会計補正予算で、一時借り入れの限度額を５億から８億に変更しております。

その理由の一つといたしまして、ＭＲＩ、ＣＴなどの買いかえによるものでございます。

また、人件費（３条）職員の異動等による減、マイナス８３９万０００円、人事院勧

告等による増、６４１万０００円、人件費（４条）職員の異動等による増、３０万

０００円、人事院勧告による増、３万円。

訪問看護事業会計補正予算。人件費、職員の異動等による減、マイナス２５６万０

００円、人事院勧告による増、３３万０００円。

介護療育支援事業会計補正予算。人件費、職員の異動等による増、３９万０００円、

人事院勧告による増、１２万０００円。

次に、新公立病院改革プランの状況でございます。公立宍粟総合病院との連携。姫路

聖マリア病院との連携等を考えております。

次に、健全経営に向けた取り組み状況。その他として、経営形態の見直し等の検討に

ついてを説明を受けております。

次に、順不同ではございますが、調査、質疑に入ります。

まず最初に、収益減、患者数減等々で経営形態の見直し、マリア病院等との連携等で

早く経営改善を図らなければならない状況だと思いますが、いかがでしょうかという問

いに対して、言われるとおりで、勉強会開催と検討組織を立ち上げる等、今年度中に行

いたいと思っております。経営形態の中では、独立地方……。

○議長（安部 重助君） 暫時休憩いたします。

午前９時３６分休憩
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午前９時４１分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。

それでは、引き続きお願いします。

○民生福祉常任委員会副委員長（納 良幸君） 途中になりましたが、経営形態の中で、

地方独立行政法人を検討したいと考えておりますとの答弁でございました。

それに対して質疑を受けました。病院経営支援システムには、コンサルの経営分析料、

改善分析料などは入っているのでしょうかという質疑に対し、答弁は、月２回の病院で

の分析・講習会などの出席等、全て入っておるとの答弁でございました。

続きまして、リハビリ科の患者数が大きく減っているが、その原因は何かという問い

に対して、医療保険で長期の維持期リハビリに制限がかかるようになったとのことでご

ざいます。３カ月、６カ月との区切りがありまして、それ以上は介護施設に移っていた

だく必要がありますが、今、病院も介護保険の事業所になろうと申請し、今年度中に認

可がおりる予定となっております。緩和ケアで病院の施設を介護保険のリハビリにその

まま施設を使えるというメリットがあるそうでございます。

続きまして、健康福祉課所管でございます。

地域包括ケアシステム構築及び協議体の進捗状況について、高齢者福祉等関係事業の

取り組み、検討状況について、障害者福祉事業及び施設整備の検討状況について、食育

及び健康増進事業の取り組みについてなどの説明を受けました。その後、質疑に入りま

した。

まず、ゆめ花館の移転先について、町有地とあるが、どこに移転されるのでしょうか。

運営は町社会福祉協議会とあるが、前に北館整備のときに中館、南館のあいたところで

の話があったが、それはどうなりましたでしょうかという問いに対し、社会福祉協議会

では、障害者の拠点づくりとあわせて、ゆめ花館の運営を社会福祉充実財産５００万

円で前向きに考えているところでございます。病院への移転は、ゆめ花館の当時の施設

長から辞退の申し入れがあったと聞いておりますとの答弁でございます。

次に、宝寿会が旧難波酒造を取得されたこと、また、前回聞いた東柏尾に共生型サー

ビス事業所ができる件についてお尋ねをいたします。答弁として、宝寿会の件は、ひと

・まち・みらい課の事業で、補助金を使い、今、改装修理を行っています。レストラン、

お土産を売る施設にしたいとのことでございます。そこで障害者の雇用も検討している

とのことでございました。東柏尾の件は、まだ町のほうに申請が出ておらず、来年の２

月か３月に開設できればとのことで、今年度中に申請したいとのことでございます。宝

寿会は就労Ａ、就労Ｂを考えているとのことで、もう少し時間がかかりそうで、ゆめ花

館の皆さんが直ちにすぐに雇用できるものではないそうで、具体的な話はこれからだそ

うでございます。

続きまして、多機能トイレ（オストメート）は、神河町の支庁舎に１カ所しかない。
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旧大河内エリアにも早急につくるべきと思うが、その点についていかがかという問いに

対し、来年度に予算化をして、ケアステーション、西本所長に見てもらう話をしており

ますとの答弁でございました。

次に、支庁舎の日曜証明窓口の縮小・廃止について、区長会ではどのような意見が出

たでしょうかという問いに対し、また、本庁舎でその機能を残すという考えはございま

せんかという問いに対し、意見は出ませんでした。本庁舎でやることは今は考えていな

いとの答弁でございました。

最後に、住民生活課所管でございます。

広域行政、ごみ処理、し尿処理の今後について、防災無線、防犯対策等の取り組み状

況について、町営住宅の管理運営について、特定空き家対策の進捗状況について、国民

健康保険の取り組みについて、カーボンマネジメント事業の進捗状況について、これら

の説明を受けました。

次に、順不同で質疑に入りました。

まず、防犯カメラの新設で、費用はどのぐらいかかるのでしょうかという問いに対し、

１カ所当たり大体２０万から２５万で、１カ所につき２方向が撮影できるということで

ございます。

次に、広域ごみ行政の中で、公募に応募された集落名を教えてもらいたい。応募が２

カ所、各町コンサルの提案で５カ所ずつ、計１５カ所プラス２カ所、１７カ所でよろし

いのか、応募の２カ所が条件を満たせば、コンサルが選定した各町５カ所は検討しない

ということなのでしょうかという問いに対し、応募は市川町１集落、福崎町１集落でご

ざいます。集落名は決定まで非公開となっております。また、候補地一括方式で２９年

度の事業として選定し、各町５カ所の計１５カ所は応募がなかった場合の担保で、前の

会議で各町１カ所の３カ所と今回応募の２カ所、計５カ所により選定委員会で選考して

おりますとの答弁でございました。

次に、防災無線の件で、ふぐあいが多く、住民の皆様から苦情を聞いておりますが、

徹底的に原因究明をお願いしたいが、現状はどうなっているのか。それに対し、家電製

品等が出すノイズによるふぐあいとかＬＥＤに交換するとかでも聞こえなくなったとの

声をお聞きしております。ダイポールアンテナ、八木アンテナでよくなるのか、ふぐあ

いは多く出ておりますが、いかがでしょうかという問いに対し、大嶽山から見通しがよ

い南部地域でもノイズが出るようになっております。再送信子局の数をふやしても同じ

くノイズは解消されないと思われます。最終的には各戸にダイポールアンテナで対応し

ていくのが一番費用対効果としても有効であると、今現在のところはそのような考えで

おります。また、皆様に対してふぐあいの内容の告知を行うか、広報かみかわに掲載、

チラシを全戸配布するなど、繰り返し機会を捉えてふぐあいの解消をしてまいりたいと

思っておりますとの答弁でございました。

次に、ハザードマップで自分の家の周りの状態をもっと詳細に書き込んでほしいとの
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御意見が議会報告会でありました。それをハザードマップに書き込むことはできるでし

ょうかとの問いに対し、各個人の周辺の存在する危険箇所を網羅したハザードマップは、

今のところそこまでは対応できておりません。自主防災等の会合の中で、各リーダー様

を通して消防団を踏まえて各区のパトロール時に点検していただき、消防団を通してま

た町のほうに情報を上げていただき、地元と町が情報を共有して危険箇所の把握に努め

てまいりたいとの答弁でございました。

次に、人口の推移が最近どのようになっているのか、広報紙を見てもわからないとあ

る区長様からの質問状が議会報告会にありました。各区ごとの出生数とか年齢ごとの動

きとかをもっと把握しておきたい。毎年の各区の推移を把握し、区として、また校区と

して、地域として、問題等の把握、解決のための指標にしてもらう必要があると思いま

すが、いかがでしょうか。各区に協議体もでき上がっている時期でございますから、ど

のように思われるかをお伺いしたいとの問いに対し、平成２８年度に地域創生総合戦略

を作成したときに、人口シミュレーションを出した資料を各区で毎年行われる町長懇談

会で一度だけお示しをしました。協議体に関しては、将来予測ということで各区にお示

しをしたデータがありますが、これに少し手を加えて公表していくことを考えていきた

いと思っておりますとの答弁でございました。

以上で民生福祉常任委員会の報告を終わります。

○議長（安部 重助君） 次に、産業建設常任委員会、お願いします。

藤森正晴産業建設常任委員長。

○産業建設常任委員会委員長（藤森 正晴君） ８番、藤森です。それでは、産業建設常

任委員会の報告をいたします。

閉会中に委員会、１１月の６日に行いました。それについての報告をいたします。

まず最初に、建設課所管であります。

橋梁長寿命化修繕事業で修繕対象となる橋梁の９６橋については、点検、修繕の後、

重量制限のままいくのか、かけかえするのか、基本的な方向が見えてこない、どうする

のかという質問が多く出ました。この質疑につきましては、議会報告会の中でも出てま

いりました。それに対して、区長様ともよく相談し、財政とも協議しながら方向性を出

していきたい。また、変更あるときは報告するとのことであります。

次に、町道作畑・新田線であります。作畑・新田線の用地、立木の買収をし、側溝に

ふたをして用地を広げるところは最大６メーターを確保し、町道５メーターの設定で進

めているとのことであります。

次に、上下水道課所管であります。

合併浄化槽の漏れで何回修繕しても直らないもの、また、外的な要因で修繕が発生す

るおそれがある箇所においての入れかえを行っているとのことであります。

次に、漏水調査は半分ぐらい進んでおります。また、修理については、業者において

お願いする部分もあるが、職員で随時直しているとのことであります。
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次に、地籍課所管であります。

これも報告会の中で出た意見でありますが、コンクリート畦畔等で２枚、３枚に分け

てある田の分割畦畔をとり１枚にしたとき、もとどおりに復元できるかについてであり

ます。境界として一筆一筆に地番を持っている田と便宜上構造物だけが入っている田と

の２通りがあります。後者のほうは地籍調査事業ではできませんが、境界くいを設置し

て残していく方法は可能かと思いますということであります。

次に、地域振興課所管の農林業係であります。

これも同じ田のことであります。田の畦畔除去に対する補助制度はなくなっているが、

除去して復元できることを啓発していき、作業の効率化をつなげるように指導していき

たいとのことであります。

次に、これも報告会で出た意見でありますが、現在は熊が出ております。熊対策につ

いては、町としては啓発するしかないとのことであるが、警察への連絡、ケーブルテレ

ビによる告知や学校へ呼びかけをし、登下校時に猟友会の方たちに巡回等をしてもらう

ようにお願いしてはという申し入れをしております。

次に、商工観光係であります。

スキー場の改善策として、駐車場の増設８４台や駐車料金徴収システムの導入、チケ

ット売り場、レンタルコーナーの増設、リフトワイヤの切り詰め工事の説明を受けまし

た。これについて幾つかの質疑が出ております。主な質疑について報告をいたします。

まず最初に、リフトワイヤの切り詰めについて、経年劣化はわかるが、１年目でたる

み、切り詰めとは理解できないという質疑が出ました。この答弁につきまして、第２ペ

アリフトであり、メーカーによると、初年度か２年目では必ず切り詰めが発生すると聞

いている。現在、約１２０センチの伸びで、このままでいくとシーズン中には余幅がな

くなってしまうとのことであります。

次の質問であります。センターハウスの側面にチケット売り場の増設とのことだが、

当初、これ以上外部に取りつけないということであったが、どうなっているのかという

質疑であります。これについて、何もつけないという計画を変更することは申しわけな

いですが、片屋根のガレージというイメージで、建物とは切り離した設置でありますと

のことであります。

次の質疑であります。レンタルコーナーにコンテナを４連結置くとのことだが、冬場

だけの設置になるのか、また、外観は景観に合致したものかという質疑であります。こ

れについて、コンテナは年中置いていくようになる。しかし、基礎を打って固定ではな

い。景観においても色等を配慮して努めていくとのことであります。

次に、リフト券料金の変更がなされているが、徴収は年中なのか、スキーシーズンの

みなのかの質疑であります。これについて、あくまでもスキーシーズンのみである。何

かのイベントがあるときは徴収することになると思うとのことであります。

次に、ひと・まち・みらい課所管であります。これも議会報告会の中の質疑が出まし
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た。

シングルマザーの関連で、働く保護者の体制づくりとして、学童保育の時間延長や幼

稚園児の土曜日預かり、また、病児・病後児保育等についても病院等と内部調整しなが

ら進めていく予定であるとのことであります。

次に、まるしいたけ事業の後継候補、株式会社すずき食品研究所について、企業協力

があるのか、親会社である鈴木合金がバックアップしてくれるのか、また、株式会社シ

ンケンとの反省を踏まえて、確約をとることや、事業着手前に協定書等を結び、問題の

ないように慎重に進めるように申し入れました。

次に、ひょうご地域創生交付金を活用し、中村、粟賀町の町道３８０メーター、秋山

ガス店からカフェ花家の間であります。この間をストリートプリント工法で石畳風に仕

上げるとのことであります。

次に、現地視察を行っております。９月２７日、峰山高原スキー場に設置された巨大

ジャングルジムとジップラインの視察を行いました。それを見る限りは、景観としては

余りよい感じを受けておりません。また、増設される駐車場の視察も行い、できるだけ

費用のかからないようにやってくださいと求めております。

以上が産業建設常任委員会の報告であります。終わります。

○議長（安部 重助君） ここで私のほうより報告をさせていただきます。私のほうから

は、９月定例会以降、閉会中の重立った事項について報告いたします。

１０月１日、県町議会議長会正副会長会議に続いて評議員会議が神戸で開催され、私

が出席しております。平成３１年度兵庫県政に対する要望等について協議をしておりま

す。

１０月２日、交通事故物故者追悼式が香寺町溝口でとり行われ、私が出席しておりま

す。

１０月３日、中播北部行政事務組合議会定例会第１日目が開催され、藤原日順副議長、

松山陽子民生福祉常任委員長と私が出席しております。

１０月９日から１０日、全国町村議会広報研修会が東京で開催され、吉岡嘉宏広報公

聴活動調査特別委員長、栗原哉委員、藤原日順委員に出席していただいております。

１０月１１日、中播衛生施設事務組合議会定例会第２日目が開催され、松山陽子民生

福祉常任委員長と私が出席しています。８月３０日に提出された平成２９年度事務組合

一般会計歳入歳出決算を認定しております。

同じく１０月１１日、中播農業共済事務組合議会定例会が開催され、藤森正晴産業建

設常任委員長と私が出席しております。付議事件は、平成２９年度事務組合農業共済事

業会計決算の認定等についてであります。

１０月１３日、地域安全郡民大会が神崎公民館で開催され、私が出席しております。

１０月２２日、かみかわ夏まつり運営委員会が開催され、私が出席しております。

１０月２５日、中播北部行政事務組合議会定例会第２日目が開催され、藤原日順副議
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長、松山陽子民生福祉常任委員長と私が出席しております。１０月３日に提出された平

成２９年度事務組合会計歳入歳出決算について認定しております。

１０月２５日と２６日、第６回神河町議会報告会を杉営農センターと南小田農村環境

改善センターにおいて開催しました。地域の皆様と直接意見交換ができ、貴重な御意見

をいただきました。町管理職員の皆さんも多数御参加いただき、ありがとうございまし

た。

１０月２６日、神河町人権文化推進協議会指定人権教育実践発表会が長谷小学校・幼

稚園で開催され、私と各議員が出席しております。

１０月３０日、岡山県浅口市議会から空き家活用事業について行政視察に来町されて

います。議会からは私が、行政からはひと・まち・みらい課参事と担当職員に対応して

いただきました。

１０月３１日、市町正副議長研修会が神戸で開催され、藤原日順副議長と私が出席し

ております。「激変する日本経済の行方～輝く地域・輝く人の条件とは～」と題して、

経済ジャーナリストの渋谷和宏氏から講演を受けております。

同じく１０月３１日、第１回次期ごみ処理施設建設用地選定委員会が開催され、納

良幸民生福祉常任副委員長に出席していただいております。

１１月１日から２日、全国町村監査委員協議会研修会が東京で開催され、清瀬代表監

査委員と小寺俊輔監査委員が出席されております。

１１月５日、西播磨市町議長会第２回総会がホテルリラクシアで開催され、私が出席

しております。引き続き峰山高原リゾートグリーンピークと道の駅「銀の馬車道・神

河」を視察しております。

１１月７日、県町議会議長会議員研究会が市川町ひまわりホールで開催され、私と各

議員が出席しております。１部の議会運営委員研修会では、議会運営と議会運営委員会

の役割について、地方議会総合研究所、廣瀬和彦氏から講義を受け、２部の議員研究会

では、「神戸ビーフのブランド管理と輸出の取組み」と題して、神戸肉流通推進協議会

事務局長の谷元哲則氏から講演を受けております。

１１月１０日、神河やまびこ学園第１２期生収穫祭が地域交流センターで開催され、

私と各議員が出席しております。

１１月１２日、加西市議会から観光振興施策の取り組み状況について行政視察に来町

されております。議会からは私が、行政からは地域振興課長と地域振興課参事に対応し

ていただきました。

１１月１３日、神崎郡町議会議長会主催の神崎郡町議会議員研究会を福崎町商工会館

において開催し、私と各議員が出席しております。「～五国を活かし 日本を先導 世

界につなぐ～「すこやか兵庫」をめざして」と題して、兵庫２０３０年の展望について

金澤副知事から講演を受けております。

１１月１６日、兵庫県町監査委員協議会研修会が神戸で開催され、清瀬代表監査委員
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と小寺俊輔監査委員が出席されております。

１１月１９日から２０日、市町村議会議員特別セミナーが滋賀県で開催され、栗原

哉議員に出席していただいております。

１１月２０日、県町議会議長会主催の県選出衆参国会議員要望会が東京で開催され、

私が出席しております。神河町議会として、地域医療の充実と公立神崎総合病院への運

営支援について要望しました。

１１月２１日、第６２回町村議会議長全国大会が東京のＮＨＫホールで開催され、私

が出席しております。大規模災害対策の確立や地方創生のさらなる推進を期する決議と

国に対する要望事項を決定しました。

１１月２２日、中播磨地域づくり懇話会が姫路総合庁舎で開催され、町長と私が出席

し、町長からは地域資源を生かした町の魅力づくり、公立病院の果たすべき役割と支援

策強化、私からは社会基盤整備対策について発言し、知事と意見交換をしました。

１１月２３日、社会福祉法人宝寿会による旧難波酒造の修復工事に係る地鎮祭がとり

行われ、藤原日順副議長と私が出席しております。

同じく１１月２３日、第５回紅葉ウオーキング＆長谷駅写真コンテストが開催され、

表彰式に私が出席しております。

１１月２６日、県町議会議長会の県政に対する要望会が神戸で開催され、私が出席し

ております。県議会正副議長と面談し、１０項目の要望を行っております。神河町議会

としては、社会基盤整備の促進、ＪＲ播但線の利便性向上に向けた取り組み強化、地域

包括ケアシステムと公立病院への支援強化を要望しております。また、１１月２９日に

は荒木副知事と面談し、同様の要望をしております。

１１月２７日、第２回次期ごみ処理施設建設用地選定委員会が開催され、納良幸民

生福祉常任副委員長に出席していただいております。

１１月３０日、県政１５０周年記念事業として県及び西播磨市町長会・議長会等関係

団体主催の地域連携フォーラムが「活力ある圏域の構築を目指して」と題してイーグレ

ひめじで開催され、三谷克巳総務文教常任委員長に出席していただいております。

１２月１日、神河町人権・青少年健全育成合同大会がグリンデルホールで開催され、

私と各議員が出席しております。

１２月４日、商工行政懇談会が町商工会本所で開催され、藤森正晴産業建設常任委員

長と私が出席しております。

１２月５日、第３回次期ごみ処理施設建設用地選定委員会が開催され、納良幸民生

福祉常任副委員長に出席していただいております。

閉会中に陳情１件を受理しております。対応については、議会運営委員長から報告が

あったとおりであります。

なお、定例会ごとに発行しております議会だよりにつきましては、１０月１１日に第

５７号を発行し、１０月２５日に各区長様に配布しております。
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以上で閉会中の重立った事項について御報告を終わります。

ここで暫時休憩をいたします。再開を１０時３５分といたします。

午前１０時１５分休憩

午前１０時３５分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。

これより議案の審議に入ります。

・ ・

日程第４ 報告第１２号

○議長（安部 重助君） 日程第４、報告第１２号、専決処分の報告の件（交通事故に係

る損害賠償の額の決定及びその和解）を議題とします。

上程報告に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 報告第１２号の報告理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本報告は、専決処分の報告の件（交通事故に係る損害賠償の額の決定及びその和解）

でございます。町長の専決処分事項の指定についての規定に基づき、本年７月７日に発

生した公用車事故の対物事故分について、９月２１日に示談が成立しましたものを同日

付で専決処分させていただいたものでございます。

以上が報告理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、総務課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

日和総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。それでは、報告第１２号につ

きまして、お手元の専決処分書により御説明を申し上げます。

事故発生日は、平成３０年７月７日土曜日午前１０時３０分ごろで、事故発生場所は、

神河町長谷１０５６番地の５地先の長谷消防分団駐車場敷地でございます。事故概要に

つきましては、長谷分団長谷部の消防団員が運転する消防自動車、いわゆる町有車両、

甲でございますが、駐車場から出るために車両を後進、いわゆるバックさせた際に、後

方に駐車中でありました相手方車両、乙に衝突させたものでございます。後方不注意に

より駐車中の相手方車両に衝突させたことにより発生をいたしておりますので、事故の

責任割合は、町有車両、甲が１００％、相手方車両、乙がゼロ％となります。駐車中の

相手方車両は長谷分団ＯＢの車両で、損害賠償額は２５万８４０円で、示談成立日は

平成３０年９月２１日、賠償金支払い日は平成３０年１０月１９日でございます。

なお、７月７日同日は、台風７号から梅雨前線停滞による大雨の影響で大雨特別警報
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発令中であり、消防詰所には１０名程度が待機をいたしておりました。

今後については、細心の注意を払い、安全運転に心がけていただくようお願いをいた

したところでございます。

以上が報告第１２号の詳細説明でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 報告が終わりました。

本報告に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

栗原議員。

○議員（１０番 栗原 哉君） １０番、栗原です。ちょっとお伺いしたいんですが、こ

の発生が７月７日、示談成立が９月２１日となってますが、これ、何で２カ月以上かか

っとんですかね。それをちょっと教えてください。

○議長（安部 重助君） 日和総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。事故発生から保険会社等に連

絡を入れさせていただき、そして事故状況の確認をさせていただいております。そして

最終的に示談が成立をしたというのが９月２１日ということで、この示談につきまして

は、甲、乙それぞれの責任割合、そして車両の補償、全て完了した日ということになっ

てまいりますので、２カ月間要したというところでございます。以上です。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（１０番 栗原 哉君） 了解しました。わかりました。

○議長（安部 重助君） ほかにございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか、質疑がないようでございますので、質疑を終結します。

報告第１２号については以上のとおりでございます。よろしく御了承のほどお願いい

たします。

・ ・

日程第５ 第９７号議案

○議長（安部 重助君） 日程第５、第９７号議案、神河町教育委員会委員の任命の件を

議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９７号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、神河町教育委員会委員の任命の件でございます。教育委員として３期１１

年にわたり本町教育行政の振興に御尽力いただきました桐月秀樹氏が平成３０年１２月

２０日をもって任期満了により退任されることに伴い、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律の規定に基づき、後任の神河町教育委員会委員を任命するものでございます。

後任となります松本日出一氏は、人格高潔で責任感が強く、地域や青少年育成におい
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てもリーダーとして人望も厚く、地域社会と連携した教育委員会活動を展開していく上

で、教育委員として適する方でございますので、新たに教育委員に任命いたしたく提案

するものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をいただき、御同意を賜り

ますようお願い申し上げます。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。

藤原裕和議員。

○議員（９番 藤原 裕和君） ９番、藤原でございます。新しく教育委員の交代という

ことで、大畑在住の松本さんですか、この方が今回議案として任命されるということで

説明をいただきました。教育委員さんというものは、それぞれ各地域、寺前のほうとか、

長谷とか、それぞれ地域をバックに選ばれるということで、この松本さんという方は、

特に越知谷の校区と申しますか、そういう部分の方であろうということなんです。実は、

きょうの先ほどの三谷総務委員長の総務委員会の報告でもあったんですけれども、越知

谷小学校の統合という、そういう部分も大きくこの越知谷地域の問題を抱えた中での選

任であろうということなんですけれども、そこら辺が十分この松本さんが地域を、教育

委員として地域の課題、ひいては神崎小学校へ統合という、３２年の春でしたか、何か

そういうような説明もしていただいたんですけども、そこら辺がこの松本さんが十分反

映できるということでの提案であろうと思うんですけども、この越知谷地域のＰＴＡの

方とか地域の声が生かされるということなのか、そこら辺について、担当のほう、説明

をよろしくお願いをいたします。

○議長（安部 重助君） 入江教育長。

○教育長（入江多喜夫君） 教育長、入江でございます。御意見ありがとうございます。

今回の委員の交代につきましては、今おっしゃっていただきましたように、松本さん

を新しい委員にというふうに考えております。もちろんその中で、地域のほうも、在住、

大畑ということで、越知谷小学校の統合に関しましてももちろん関心をお持ちであろう

ということもありますし、それも含めまして、いろいろな意見について反映をさせてい

ただくということで、こちらとしては経歴等も考えながら、あるいは人物等も考えて御

依頼申し上げたところでございます。以上でございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか、ないようでございますので、質疑を終結します。

これより討論に入ります。反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕
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○議長（安部 重助君） 討論がないようでございますので、討論を終結します。

これより第９７号議案を採決します。本案については、原案のとおり同意することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第９７号議案は、原案のとおり

同意することに決定しました。

・ ・

日程第６ 第９８号議案

○議長（安部 重助君） 日程第６、第９８号議案、神河町職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９８号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、神河町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件でございま

す。

職員の給与決定につきましては、地方公務員法第２４条第３項の均衡の原則に基づき、

国家公務員を基本として、兵庫県及び県下各市町の状況と町の状況を総合的に勘案し、

改定の判断しているところであり、このたびの改正についても、人事院勧告を受け、国

家公務員の動向、兵庫県の状況、県下各市町の状況を照らし合わせ改定を行うものでご

ざいます。

その改定のポイントといたしましては、給料表の改正、勤勉手当の引き上げ、宿日直

手当の改正でございます。いずれもことしの人事院において勧告された内容の改正とな

っています。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、総務課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

日和総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。それでは、９８号議案の詳細

について御説明を申し上げます。

町長提案にありましたとおり、改正の内容は、宿日直手当の改正、勤勉手当支給率の

改正、俸給表、いわゆる給料表の改正といった重立った３点でございます。

それでは、新旧対照表に基づいて御説明をさせていただきたいと思います。新旧対照

表の１ページをごらんいただきたいと思います。

まず、改正する条例の第１条でございます。本則第２６条の宿日直手当について、
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２００円から４００円へ２００円の引き上げを行うものでございます。

次に、本則第３２条の勤勉手当についてでございますが、これは、本年度の人事院勧

告を受け、勤勉手当の年間支給月数１００分の１８０を１００分の１８５に０５月分

の改正を行うものでございます。なお、今年度の対応といたしましては、年間支給月数

のうち６月支給分は既に支給済みですので、６月の改定は行わず１００分の９０のまま

とし、１２月支給分を１００分の９０から１００分の９５に引き上げる改正でございま

す。再任用職員も同様に、６月については１００分の４⒉５のままとし、１２月支給分

について、１００分の４⒉５を１００分の４⒎５に改めるものでございます。

なお、第３２条第５項の部分につきましては、引用する部分をより明確にするための

文言整理でございます。

続いて、２ページからをごらんください。別表第１の改定でございますが、これは行

政職給料表でございまして、民間の初任給との間に差があることを踏まえて、１級の初

任給を５００円引き上げ、それにあわせて若年層についても同様の改定を行うことと

しています。以降、順次引き上げ額が少なくなり、若年層以外については４００円の引

き上げを基本とした改定となっております。

６ページをごらんいただきたいと思いますが、６ページには、再任用職員の給料表を

明示をしております。これも４００円を基本とした引き上げでございます。

続いて、６ページ下段からの別表第２でございますが、医療職給料表（一）でござい

まして、これは病院に勤務する医師に適用する給料表でございます。これも行政職と考

え方は同じで、民間との比較により初任給を５００円の引き上げを行い、以降、順次

引き上げ額を少なくし、若年層以外では４００円を基本とした引き上げとなっています。

再任用職員については４００円を基本とした引き上げでございます。

次に、１０ページ下段からの別表第３は、医療職給料表（二）でございまして、病院

等に勤務する薬剤師、栄養士その他医療技術者に適用する給料表でございまして、さき

の給料表と同じ考え方で、初任給を５００円引き上げ、以降、順次引き上げ額を少な

くし、若年層以外では４００円を基本とした引き上げとなっております。再任用職員に

ついては４００円を基本とした引き上げでございます。

次に、１４ページ下段からの別表第４でございますが、医療職給料表（三）でござい

まして、病院等に勤務する看護師、准看護師に適用する給料表でございまして、これも

同様の考え方で、初任給を７００円引き上げを行い、以降、順次引き上げ額を少なく

し、若年層以外では４００円を基本とした引き上げとなっております。再任用職員につ

いては、４００円を基本とした引き上げでございます。

あわせて、条例ではございませんが、参考としてつけさせていただいております技能

労務職給料表についても同じ考え方でございまして、初任給及び若年層で５００円の

引き上げを行い、若年層以外では４００円を基本とした引き上げとなっております。再

任用職員については４００円を基本とした引き上げでございます。
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次に、２１ページ上段からの別表第５は、イ、医療職給料表（一）級別基準職務表及

びウ、医療職給料表（二）級別基準職務表の改正でございます。公立神崎総合病院の医

療技術職のうち、技術長、副技術長をなくし課長、副課長に統一するための改正及びそ

のための役職名の改正とあわせて文言整理を行うものでございます。

続きまして、２２ページをごらんいただきたいと思います。中ほどに改正条例第２条

がございますが、第２条による改正内容について御説明をさせていただきます。

まず、本則第２９条、期末手当でございますが、これは６月支給分と１２月支給分の

支給月数を変更するものでございます。これまでの期末手当は６月は１００分の１２⒉

５、１２月は１００分の１３⒎５を乗じた手当支給でありましたが、平成３１年度以降

は６月、１２月ともに１００分の１３０を乗じた手当支給とするものでございます。た

だし、年間支給月数に変更はございません。

次に、本則第２９条第３項でございますが、再任用職員の期末手当についても同様の

扱いとして、これまで６月は１００分の６５、１２月が１００分の８０を乗じたものと

するとしておりましたが、平成３１年度から支給月数を６月、１２月ともに１００分の

７⒉５を乗じた手当とするものでございます。ただし、これも年間支給月数に変更はご

ざいません。

次に、２３ページの本則第３２条、勤勉手当をごらんください。本年度においては、

先ほどの第１条の改正により０５月の引き上げを提案したところでございますが、こ

こでは来年度以降の支給月数を期末手当同様に６月、１２月を同じ月数に改正するもの

でございます。一般職員については、今年度は６月が１００分の９０、１２月は１００

分の９５を乗じた手当を支給してきましたが、来年度から６月、１２月ともに１００分

の９⒉５を乗じた手当となります。また、再任用職員についても同様に、これまで６月

は１００分の４⒉５、１２月は１００分の４⒎５を乗じた手当でございましたが、平成

３１年度からは６月、１２月ともに１００分の４５を乗じた手当を支払う改正でござい

ます。

なお、本議案の第１条の改正については、平成３０年４月１日にさかのぼって適用を

行い、第２条の改定につきましては、平成３１年４月１日から適用を行うものでござい

ます。

以上が改正内容でございます。

なお、参考資料といたしまして、人事院勧告の骨子に関する資料を添付させていただ

いております。

御審議のほど、よろしくお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。これも１点だけ、分析ができ
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てたら教えてもらいたいんですが、先ほどのことしの人事院勧告については、平均で

１６％のアップということで、平均年齢は４⒊５歳ということだと思います。ですので、

国と年齢等が準じておれば、神河町についても１６％ぐらいのアップとなるんですが、

これから後から出てきます各補正予算の給与費明細を見ますと、国保とか後期高齢者に

ついては５１％の増という形になってますので、恐らくこれは職員の年齢構成によっ

てこのような現象が出てきているんじゃないかなと思いますので、行政職の給料表だけ

で結構ですので、１級から６級の平均的な改定率がわかっておれば、分析されておれば

教えてもらいたいんです。

○議長（安部 重助君） 日和総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。補正予算の部分にも関連をし

てまいりますけれども、一般行政職、一般会計におきますところの平均の改定率という

ことで申し上げたいと思いますが、１７％ということでございます。以上です。

○議長（安部 重助君） 三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。それは資料を見ればわかりま

すので、たまたま一般会計は年齢構成等が国と似通っていたので平均的な改定率になっ

ていると思うんですね。ところが後出てます補正予算の介護保険とか国保については

５４というような改定率の部分が表示されておりますのでね、多分これは年齢構成等に

かかわってきますので、できたらこの１級から６級までの平均的な改定率、給料表その

ものの改定率を分析されていたら教えてもらいたいと、そういうことなんです。

○議長（安部 重助君） 日和総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。三谷議員のお尋ねでございま

すが、各会計トータルをいたしまして平均を出すということになります。その作業をし

ますと平均値は出てくるということではございますが、現在のところそこまでの分析は

しておりませんが、職員構成が、例年退職者に対しまして新規採用ということを継続し

ておりますので、その点から申し上げますと、例年並みというようなところで推移をす

るのではないかなというふうに思っております。以上でございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） ３番、澤田です。１点だけ教えてください。今回の資料

の一番最後に参考資料という中で、人事院勧告の骨子がつけられているんですが、それ

の裏側のページで今回の期末・勤勉手当の改定の趣旨が、期末手当については改正がな

しで、勤勉手当について、勤務実績に応じた給与を推進するため、そういう趣旨で０

５カ月分が上乗せになっているという現状がございます。当町におきましても数年前か

ら人事評価制度が導入されて、そういうシステムはできていると思うんですが、現状と

しては皆さん一律に勤勉手当をいただいておられるんじゃないかなと思います。その辺

の今回の改定のこの趣旨と現在の人事評価制度の現状についてお聞かせをいただきたい
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と思います。

○議長（安部 重助君） 日和総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。澤田議員の御質問のとおりで

ございまして、このたびの改定につきましては、勤勉手当の０５月のアップというこ

とでございます。神河町におきましても人事評価制度を導入をいたしておりまして、人

事評価を実施をいたしております。結果的にはそのことによる職員への影響については

一律といった形にはなってございますけれども、その結果を踏まえてこのたびは全職員

同率の０５月の上乗せというようなところで考えておるところでございます。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） ３番、澤田です。条例の改正としては一律に０５カ月

というのはわかるんですけども、職員のモチベーション、また意識改革を高める上で、

本来の人事評価制度というのが運用されるべきではないかと思うんですが、町長、現在、

神河町の職員については本当に一律支給ということで、皆さん頑張っておられるという

認識でおられますか。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 人事評価につきましては、それぞれの部署でのまず自己評価、

そしてまた第１、第２次という評価に基づいて、最終的に私確認させていただいており

ます。結論から申し上げますと、それぞれの評価を確認させていただいた結果、同じ支

給率で処理をするということに現在なっております。ただし、今後もこの人事評価制度

を公平、公正な、そういった制度にしていかなければいけませんので、その辺はより今

後、調整といいますか、十分に慎重に進めていかなければいけないものというふうに考

えております。

○議長（安部 重助君） ほか、ございますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか、ないようでございますので、質疑を終結します。

これより討論に入ります。反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論がないようでございます。討論を終結します。

これより第９８号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第９８号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・
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日程第７ 第９９号議案

○議長（安部 重助君） 日程第７、第９９号議案、神河町福祉医療費助成条例の一部を

改正する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９９号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、神河町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制定の件でございます。

改正の理由は、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律及び児

童福祉法に係る政令及び規則が改正され、平成３０年９月１日から未婚のひとり親家庭

に対して寡婦等との不均衡を是正するための対応がとられたことから、県が福祉医療に

おいても同様の対応を行うこととし、各要綱の見直し、改正が行われたことによるもの

です。

改正内容は、寡婦は前年の合計所得金額が１２５万円まで市町村民税非課税だが、未

婚のひとり親には規定が適用されないという状況と、寡婦は前年の合計所得金額が５０

０万円以下の場合は寡婦控除があるが、未婚のひとり親には適用されないという状況に

対応するものでございます。また、平成２９年度地方税制改正により政令指定都市の税

率変更がなされ、その対応策として、平成３０年６月２７日の障害者の日常生活及び社

会生活を総合的に支援するための法律施行規則の一部改正が実施されたことにより、県

の福祉医療の各要綱が改正されております。これらにより、兵庫県福祉医療費助成事業

実施要綱等に合わせた条例等の内容にするべく、条例の一部を改正するものでございま

す。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、住民生活課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

木住民生活課長。

○住民生活課長（木 浩君） 住民生活課、木でございます。それでは、第９９号

議案、神河町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制定の件についての詳細説明を

させていただきます。

まず、みなし寡婦についてですけれども、ひとり親世帯の親の所得について、税控除

で寡婦（夫）控除というものがございます。これは、配偶者と死別または離別した後婚

姻しておらず、生計を一にする子のある母または父、もしくは夫と死別した後婚姻して

いない女性で、いずれも前年の合計所得金額が５００万円以下の人について控除される

もので、所得金額が１２５万円以下の人は住民税非課税となります。この死別、離別と

いうのは、戸籍上で婚姻をしていない、いわゆる事実婚というのは含まれないので、ひ
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とり親世帯であっても未婚の母または父については寡婦控除は適用されません。兵庫県

の福祉医療助成制度の所得制限は、障害者総合支援法に基づく自立支援医療や児童扶養

手当法の所得制限を準用しており、それらが寡婦控除等のみなし適用を実施することを

受けて、兵庫県も改正を実施いたしました。それによりまして、神河町もみなし適用を

するための条例及び要綱の改正となります。

次に、税制改正によりまして、個人住民税所得割の標準税率がその年の１月１日現在、

指定都市に住所を有するものについて改正をされました。道府県民税が４％、市民税が

６％だったところを道府県民税が２％、市民税が８％となりました。本人の住民税合計

額は変わりませんが、各地方自治体で福祉、教育等の制度で受給要件や負担額の決定の

際、市町村民税所得割額を基準としている場合、指定都市とほかの市町村で適用される

税率が異なるため、不公平な取り扱いとならないように、指定都市で課税された受給者

も神河町の税率に算定し直して所得判定するものです。

どちらも全ての受給者について該当するものではありませんが、福祉医療受給資格者

の扶養義務者の中に未婚のひとり親もしくは指定都市で課税されている者がいる場合、

所得判定に係る町民税所得割額が軽減となる措置であり、住民税の所得割額そのままで

は非該当となる方が該当となる場合もあり、受給者側に有利な改正となっております。

また、乳幼児等医療費助成や母子家庭等医療費助成の受給者で町単独事業の該当者が

この措置により県制度該当になるケースも考えられ、その場合は県の補助金対象にもな

りますので、町にとっても有利な改正となります。

以上、詳細説明とさせていただきます。よろしく御審議のほどお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございますので、質疑を終結します。

これより討論に入ります。反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第９９号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第９９号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第８ 第１００号議案
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○議長（安部 重助君） 日程第８、第１００号議案、神河町子ども・子育て会議条例の

一部を改正する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１００号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

本議案は、神河町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例制定の件でございま

す。

改正の理由は、これまで住民生活課で所管しておりました子ども・子育て会議の事務

につきまして、教育課へと所管がえすることに伴い、条例の一部を改正するものでござ

います。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

藤原裕和議員。

○議員（９番 藤原 裕和君） 子ども・子育ての関係なんですけれども、実はこの子育

て会議の設立の時分は、二十五、六年やったかな、数年前、住民生活課で大変いろいろ

そういう組織会議なんかも、それでスタートをされたんですけれども、実は教育課のほ

うへということなんですけども、それはそれなりによろしいんですけれども、実は住民

生活課で抱えておられる、今までに問題をいろいろ抱えておられました特に保育所の関

係と、子供会なんかの関係もあるんですけれども、そこら辺が教育課のほうへ所管が移

っても、住民生活課の子育ての関係で、特に保育所の関係で十分反映されるのか、その

点について少しお尋ねをしたいと思います。

それともう１点は、実は、議会の、これ事務局長に少しお尋ねするんですけれども、

所管が子ども・子育て会議は民生の担当でして、特に、今おられません松山さんが子育

ての関係でたしか会議の会長か何かをされておると思うんですけれども、そこら辺が、

所管がかわるということは、総務のほうに所管がもちろんかわるべきやと思うんですが、

そこら辺についてもどういう、その状況についても、議会の構成、所管の行政について

お伺いをしたいと思います。

○議長（安部 重助君） これ、２点目については局長の責任でも何でもないので、答弁

は控えさせていただきます。

１点目のほう、答弁をお願いします。

日和総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。所管の部分について、平成３

０年４月１日からさかのぼっての所管がえ適用ということでの提案でございます。この

平成３０年４月に事務分掌がえを行いました。保育所業務につきまして、今後の幼保一
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元化の業務を見据えながら、教育委員会に移管をするという部分でございまして、その

部分につきましては御説明をさせていただいたところですが、このたびの関連条例につ

きまして、改正漏れがあったということで、大変時期が遅くなってしまったんですけれ

ども、このたび長期総合計画の事務を進めておった際にそのことが明らかとなりました

ので、速やかに改正提案をさせていただいたというところで御理解をいただきたいと思

います。以上です。

○議長（安部 重助君） 教育課長のほうから答弁願います。仕事ができるかどうかいう

ことなんですけども。把握ができるかどうかということなんです。

藤原教育課長。

○教育課長兼センター所長（藤原 美樹君） 教育課、藤原でございます。３０年４月か

ら教育委員会のほうに、先ほど議員さんがおっしゃられました子ども・子育て会議、ま

た保育所、子供会等、児童福祉に係る部分が教育委員会に移ってまいりました。その部

分については、教育委員会、経験がございませんですので、常に住民課と、特に課長と

連携をとりながら現在も進めさせていただいているところでございます。保育所の部分

については、今、認定こども園というところで、幼稚園と保育所をあわせたこども園に

ついての検討もしているというところでございますので、その点についても教育課の中

でしっかりと取り組んでいきたいと思っております。

また、子ども・子育て会議につきましては、この１２月に第１回目を開催するわけで

すけれども、総務委員会、総務委員さんの中から委員として選任をいただいているとこ

ろでございます。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 藤原裕和議員。

○議員（９番 藤原 裕和君） ９番、藤原です。教育委員会のほうは、私、意見として

はいいんですけれども、実は住民生活課が保育所を担当しておる、子供会等も含めて、

そこら辺が、今の幼保一元化のこういう部分で、十分意見がその会議の中で反映される

のかということで、住民生活課の課長のほうの一言お考えも聞きたいと思います。よろ

しくお願いします。

○議長（安部 重助君） 木住民生活課長。

○住民生活課長（木 浩君） 住民生活課、木でございます。昨年度、２９年度で

すけれども、幼保一元化、それから認定こども園につきましての検討を進める中で、県

のほう、県の担当部署のほうへ勉強会いいますか、そういったものも教育委員会と住民

生活課と一緒に行って勉強をしたりしております。それから、子供会につきましても、

例えば６月の町の球技大会につきましても、共同開催いいますか、こちらも一遍に引き

継ぎするんじゃなくて、共同開催というような形で開催を、準備とか運営をいたしまし

た。ということで、問題点につきましてはそういった、特に幼保一元化、認定こども園

等についてのことは課長と共通認識しておりますし、今後につきましても必要に応じて

よく連携とか調整を図りながら、今後も進めてまいりたいと思います。以上でございま
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す。

○議長（安部 重助君） 前田副町長。

○副町長（前田 義人君） 前田でございます。勘違いでしたらお許しをいただきたいと

思うんですが、藤原裕和議員さんのほうの御質問、前提が、子供会、保育所が現在も住

民生活課であるというふうに思われているのかなと思うんですが、その所管はあわせて

教育委員会というふうに春の段階で変更をしておりますので、お知らせをしておきたい

と思います。以上です。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか、ないようでございますので、質疑を終結します。

これより討論に入ります。反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論がないようでございます。討論を終結します。

これより第１００号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１００号議案は、原案のとお

り可決しました。

・ ・

日程第９ 第１０１号議案

○議長（安部 重助君） 日程第９、第１０１号議案、神河町病院事業の設置等に関する

条例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１０１号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

本議案は、神河町病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定の件でご

ざいます。

改正の理由は、公立神崎総合病院における診療科目について、今回、総合診療、脳神

経外科、泌尿器科を追加し、神経内科を削除するもので、第４条第２項第１号を改正す

るものでございます。

また、北館改築工事に当たり、平成３１年度中に完成します北館第１期工事において

新しく病棟を配置し、病床数を減らすことなどから、同項第２号中、１５５床を１４０

床に改正するもので、この改正の施行日は、平成３１年２月１日からといたします。
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以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございますか。

澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） ３番、澤田です。１点だけ確認の意味でお尋ねいたしま

す。

新旧対照表を見せていただきますと、科の並びが大分変わっているように見受けられ

ます。この並びを変えられた理由。それと、総合診療というところだけに科という表現

がないんですけれども、大阪医科大学の附属病院の鈴木先生の肩書なんかを見ますと、

総合診療科というふうな、科という表現がしてあるんですけども、この総合診療という

名称にされている理由についてお伺いしたいと思います。

○議長（安部 重助君） 藤原病院事務長。

○病院事務長（藤原 秀明君） 病院の藤原でございます。まず、並びを変えた理由でご

ざいますけども、数年前に医療法の改正がございまして、できるだけそれに近い並びと

いうことで変更をさせていただいております。

それと、総合診療でございますけども、総合診療につきましては、現在、新しい専門

医制度の中で、例えば外科でしたら外科専門医ということになってますが、総合診療の

場合は総合診療専門医ということで、科がございません。その辺のこともございますの

と、病院の中で科横断的に診るということもありまして、総合診療を部のような扱いも

していることもございまして、科を掲載してないという状況でございます。以上でござ

います。

○議長（安部 重助君） ほかにございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか、質疑がないようでございますので、質疑を終結します。

これより討論に入ります。反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論がないようでございます。討論を終結します。

これより第１０１号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１０１号議案は、原案のとお

り可決しました。

・ ・

日程第１０ 第１０２号議案
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○議長（安部 重助君） 日程第１０、第１０２号議案、神河町公の施設（神河町ケーブ

ルテレビネットワーク施設）の指定管理者指定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１０２号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

本議案は、神河町公の施設（神河町ケーブルテレビネットワーク施設）の指定管理者

指定の件でございます。

神河町ケーブルテレビネットワーク施設の指定管理者の指定につきまして、地方自治

法第２４４条の２第６項の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。

指定管理者を富士通ネットワークソリューションズ株式会社神戸営業所とし、指定の

期間は平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日の５年間とするものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、情報センター所長から御説明いたしますので、よろしく御審議

をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

藤原情報センター所長。

○情報センター所長（藤原 秀洋君） 情報センター、藤原でございます。それでは、第

１０２号議案について、詳細を御説明させていただきます。

神河町ケーブルテレビネットワーク施設の指定管理者の募集につきましては、公示を

９月１４日、公募の参加表明締め切りを９月２５日、申請書類等の受け付けを１０月２

９日から１０月３０日と定め、募集を行っておりました。今回、指定管理業務を予定し

ておりますのは、現状行っておりますケーブルテレビ事業からインターネット接続業務

と利用料の収受に関する業務を除いた業務といたしております。インターネット接続業

務につきましては、町所有の光ファイバーを民間事業者に貸し出し、４月１日から展開

を予定しております。利用料の収受につきましては、指定管理者へ指定管理とは別に業

務委託を予定しております。また、あわせて土砂災害相互通報システムの保守点検業務

を今回新たに業務委託をすることといたしております。この申請受け付け期間中に申請

書、提案書の提出を行ったのは、富士通ネットワークソリューションズ株式会社神戸営

業所の１社でございました。

提出された提案書をもとに、平成３０年１１月２１日に大河内保健福祉センターにお

きまして指定管理者選定委員会を開催いたしました。副町長を委員長に、１０名の委員

で、提案者、富士通ネットワークソリューションズ株式会社神戸営業所からのプレゼン

テーションを受けた後、選定候補者、指定管理候補者の選定、評価を行いました。審査

につきましては、神河町公の施設に係る指定管理者の指定に関する手続に関する条例第

４条に規定する各項目により行いました。
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審査の結果でございますが、現状の事業実績を踏まえた新しい業務内容の提案など、

今後のケーブルテレビ事業運営に真摯に取り組む熱意が感じられ、施設の設置目的やこ

れまでの施設保守の経緯等を総合的に判断した結果、指定管理者の候補者として決定を

させていただきました。

この委員会の答申を受けまして、ケーブルテレビネットワーク施設の指定管理者を富

士通ネットワークソリューションズ株式会社神戸営業所とするものでございます。

なお、指定管理の期間は平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日の５年間とし

ております。

指定管理料につきましては、５年間総額、消費税込みで５億６２２万０００円で

ございます。収納等の業務委託につきましては、税込みで１８３万９４４円、土砂災

害相互通報システム保守点検業務につきましては、税込みで１５３万６００円となっ

ております。先ほど申しました５年間総額の提案額につきましては、全て消費税込みと

なっております。

今後の予定でございますが、議決をいただければ、平成３１年３月までの約３カ月間

で指定管理者と事務のすり合わせ、事務の引き継ぎを行いまして、来年４月１日から指

定管理者での事業運営を予定をいたしております。

以上でございます。御審議をよろしくお願いします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。

三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。１点だけ確認というんか、教

えていただきたいんですが、これは当然ケーブルテレビのネットワーク施設の管理を指

定管理をするということなので、この基本協定を見ますと、第１４条で、施設の維持修

繕等ということで、この管理の方法を決めてあるんですが、ここで、この施設という分

の定義ですね。このケーブルテレビですと、当然局舎があり、そして各戸に配布する光

ケーブル、そして個人の家の中では軒下から家の中にそれぞれテレビを見るための機器、

そしてまたインターネットをされている方なんかの分があると思うんですが、そういう

他の施設と違って若干管理すべき施設の形態が違うんかなと思いますので、この指定管

理の契約を締結した結果、この会社に維持管理をしてもらう部分を今大きく分けました

局舎、それからケーブルの関係、そして各個人の軒下から宅内に配置してある機器、そ

の分についてどのような管理というんですか、維持管理をしていただくような契約にな

っているのかということを確認のために教えていただきたいんです。

○議長（安部 重助君） 藤原情報センター所長。

○情報センター所長（藤原 秀洋君） 藤原でございます。三谷議員さんの御質問に答え

させていただきます。

今回、指定管理で保守のほうの範疇に入りますのは、局舎施設と伝送路と、あと電柱
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から各個人のうちに引き込んでおりますドロップケーブル並びに各家庭に設置します光

の入り口になりますＯＮＵの部分になります。がテレビの部分です。インターネットに

つきましては、各家屋につけますＯＮＵから引き込みまして、Ｄ－ＯＮＵということで、

インターネット接続用の機械を設置しますが、その接続の機械までの部分を保守管理を

する予定にいたしております。以上です。

○議長（安部 重助君） 三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） 今の説明で、どこまで管理をしていただくのかいうのが

よくわかりましたので、その次、例えば個人の家の中で、ＯＮＵから中の部分でね、故

障とか何か弊害があったなという、そういう症状が出た場合、連絡先というのはどこに

すれば、従来どおり情報センターにするのか、この会社にするのか、その点だけ、どの

ように考えておられるかをお尋ねしておきたいと思います。

○議長（安部 重助君） 藤原情報センター所長。

○情報センター所長（藤原 秀洋君） 藤原でございます。故障等の切り分けにつきまし

ては、平日の時間帯であれば、情報センターのほうに職員のほうが常駐しておりますの

で、していただければ結構ですし、勤務時間外につきましても、カスタマーセンターを

設ける予定をいたしております。業者のほうが。そちらのほうに直接いただければ、電

話いただければ、対応する予定にはしております。以上です。

○議長（安部 重助君） ほかにございませんか。

澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） ３番、澤田です。１点お尋ねをいたします。

ホームページで公開されてます指定管理者の募集要項を見せていただいているんです

が、その中の業務の再委託ですね、包括的な業務の委託については認めないけれども、

個別の業務については事前に町の承認があれば委託できると、また、機械設備等点検業

務とか施設の清掃業務については町の承諾がなくても委託できるというような取り決め

があると思うんですが、いろんな業務がある中で、委託を行う予定のある場合は事業計

画書にその旨を記載することというふうに書いてあります。そういう中で、特に自主放

送番組等について、今、候補者については、全て自社でやろうとされているのか、事業

計画書にその委託の旨の記載があるのか、その辺のところを教えていただきたいと思い

ます。

○議長（安部 重助君） 藤原情報センター所長。

○情報センター所長（藤原 秀洋君） 藤原でございます。お尋ねの件なんですが、自主

放送番組につきましては、近隣事業者への委託をメーンに考えておるようでございます。

あと、局舎等の維持管理につきましての機械の保守につきましては、今現在、町のほう

で一括で委託契約をしておりますので、その部分を包括的に継続して利用する予定をい

たしております。以上です。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。
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○議員（３番 澤田 俊一君） ３番、澤田です。ちょっと自主放送の関係、現在、町内

でも自主放送番組を委託を受けてされている業者もおられます。その業者についてはシ

ングルマザーの雇用についても協力をいただいている事業所というふうに認識をしてい

るんですけども、そういうシングルマザーの雇用をお願いしている、そういう事業所に

ついて、このケーブルテレビの自主放送への委託に町としてどのように考えておられる

か、町としてこの候補の事業所に、そういうシングルマザーを雇用している事業所につ

いても再委託の分について業者育成という意味でも働きかけができないものかというよ

うな部分を感じているんですけども、いかがでしょうか。

○議長（安部 重助君） 藤原情報センター所長。

○情報センター所長（藤原 秀洋君） 藤原でございます。澤田議員さんおっしゃるとお

りでございまして、町内には今現在、番組制作を委託しております業者のほうが子会社

という形で映像会社をつくっております。事業者からの提案の中にもその部分との業務

提携いいますか、一緒にやっていきたいという部分での話もございましたので、その辺

も含めて１月から３月の間の事務すり合わせのほうの中で協議をしていきたいと考えて

おります。以上です。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） そういう意味で、やはり町が進めているそういう施策に

協力しておられる業者でもあります。同じくインターネットで公開されている仕様書の

中の事業範囲及び実施条件の中にも第三者による実施というとこで、他に請け負わせる

ときは可能な限り町内の事業者を優先的に選定するように努めなければならないという、

そういう規定もありますので、業者の育成も含めてよろしくお願いしたいと思います。

以上です。

○議長（安部 重助君） 藤原情報センター所長。

○情報センター所長（藤原 秀洋君） 藤原でございます。ありがとうございます。自主

放送の部分だけにかかわらず、保守の部分についても地元業者の育成という形で提案を

受けておりますので、その辺を含めて調整をしていきたいと考えております。ありがと

うございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございませんか。

藤森議員。

○議員（８番 藤森 正晴君） ８番、藤森です。ケーブルテレビの民間委託という形で、

これは行財政改革等の中でもこういう案が出ておったと思うんですけれど、いよいよや

るのかという思いなんですが、これについての経済的等の改革はどういう形に生まれて

きますか。

○議長（安部 重助君） 日和総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。これまでの答弁の中でも申し

上げているかもしれませんけれども、いわゆる専門性の高い部署、そういった部分につ
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いては、委託ができる部分についてはどんどん委託化、外注化をやっていくということ

でございます。今後の職員につきましては、いわゆる総合職と申し上げますか、役場全

体を業務担当できる、そういった職員という形での移行というような考え方でございま

す。そのことによりまして、現在、人手不足といったような状況が現場からは上がって

おりますので、そういったところにも対応はできていくのではないかなというふうに思

っております。このたびの情報センター職員、正規職員、一般行政職２名と、それから

技術職２名ということでおります。その職員につきましても、平成３１年４月からにつ

きましては、他の部署への異動ということも含めて可能になるのではないかというふう

に考えております。以上です。

○議長（安部 重助君） 藤森議員。

○議員（８番 藤森 正晴君） ８番、藤森です。現おる職員等、今後管理委託をした場

合、行政として軌道に乗るまで職員としてチェック機能いうか、そういうような形をと

られるようなことはされるんですか。それによってメリット、デメリットもスタートか

ら出てこようと思うんだけど、そこらあたりの思いはどうですか。

○議長（安部 重助君） 日和総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。このたびの業務につきまして

は、指定管理という部分と、一部委託という部分がございます。いずれにいたしまして

も専門業者のノウハウに基づいて、これまで町がやっていたものをさらに効率的に、そ

してよりよいものを提供していただくというために行った施策でございます。あわせま

して、委託の部分につきましては、当然業務の仕様書に基づいて業者に実施していただ

きますので、そのあたりの点検、そして進捗管理についてはしっかりと所管課と申しま

すか、現在は情報センターでございますけれども、今後、その指定管理を担当する所管

課によってしっかりと管理をしていくということでございます。以上です。

○議長（安部 重助君） 藤森議員。

○議員（８番 藤森 正晴君） ８番、藤森です。例えば全面委託的になろうと思うんで

すけど、現在、行政的な放送、「まちかどウィークリー」等も含める中で、そういった

形の放送の内容的なチェックいいますか、そういう形は行政としてはもうかかわらない

という感覚でいいんですか。

○議長（安部 重助君） 藤原情報センター所長。

○情報センター所長（藤原 秀洋君） 藤原でございます。「まちかどウィークリー」等

の自主放送番組のチェック等につきましては、行政的に今度の新しい担当部署のほうで

チェックをするべきものだとは思っておりますので、その辺の部分は改めて協議の中で

詰めていきたいと考えております。

○議長（安部 重助君） ほか、ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか、質疑ないようでございます。質疑を終結します。
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これより討論に入ります。反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第１０２号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１０２号議案は、原案のとお

り可決しました。

・ ・

日程第１１ 第１０３号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１１、第１０３号議案、神河町公の施設（わくわく公

園）の指定管理者指定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１０３号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

本議案は、神河町公の施設（わくわく公園）の指定管理者指定の件でございます。

わくわく公園の指定管理者の指定につきまして、地方自治法第２４４条の２第６項の

規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。指定管理者を株式会社長谷とし、

指定の期間は平成３１年４月１日から平成３３年３月３１日の２年間とするものでござ

います。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、地域振興課施設連携まちづくり交流事業特命参事から御説明い

たしますので、よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

小林地域振興課施設連携まちづくり交流事業特命参事。

○地域振興課参事兼施設連携まちづくり事業特命参事（小林 英和君） 地域振興課、小

林でございます。第１０３号議案の詳細説明を申し上げます。

わくわく公園の指定管理者につきましては、本業務内容が公園管理という委託的業務

であることから、公園管理が可能な町内業者、入札参加資格のある業者の中で造園業で

申請している業者及び過去に管理実績のある業者７社に対しまして、公園管理に係る経

費、公園管理に必要な芝刈り、除草等を含め１１項目の見積もりと公園の維持管理業務

に対する提案を求めました。提出された書類を神河町公の施設に係る指定管理者の指定

の手続等に関する条例及び規則、神河町指定管理者選定委員会要綱に基づき審査委員会
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を１１月２１日に開催し、副町長を委員長に６名の委員で書類審査を行いました。審査

内容は、提出いただいた維持管理に係る見積金額、業務提案、仕様書記載の維持管理業

務以外に当公園の管理業務として必要な業務の提案等、それから過去の実績の総合評価

方式で採点を行っております。審査の結果、最高得点者の株式会社長谷を最優秀提案者

として答申をいただいております。選定された最優秀提案者は、過去の実績を踏まえた、

本業務外ではありましたが、新しい業務の取り組み提案など、地域活性化に真摯に取り

組む熱意が感じられ、見積額についても他社より安価でありましたとの決定理由であり

ます。審査委員会の答申を受け、わくわく公園の指定管理者に株式会社長谷を指定する

ものでございます。

添付資料といたしまして、基本協定書案と指定管理の範囲図を添付いたしております。

今後、議決をいただいた後、基本協定等を締結していく予定でございます。

以上、わくわく公園の指定管理の指定についての説明でございます。御審議よろしく

お願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

藤森議員。

○議員（８番 藤森 正晴君） ８番、藤森です。町内入札された業者数と、入札金額は

無理やね。何社が入札で、内容的なものがわかれば。

○議長（安部 重助君） 小林地域振興課施設連携まちづくり交流事業特命参事。

○地域振興課参事兼施設連携まちづくり事業特命参事（小林 英和君） 地域振興課、小

林でございます。一応指名につきましては、先ほど申し上げたとおり７社を指名いたし

ております。そして、提出があったのが３社ございました。あと４社については辞退を

されております。

金額につきましてですけども、株式会社長谷さんのみちょっと申し上げさせてもらい

ます。長谷さんが１４６万４００円、税込みでございます。金額はそこが一番安価で

ございました。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 藤森議員。

○議員（８番 藤森 正晴君） ８番、藤森です。前回よか、１０万ほど少ないんかな。

その前のときも１０万ほど少ないような金額だと思うんですけれど、聞くところによる

と大変厳しい金額やと、年間、管理、トイレから草刈り、いろんな形で、今回も下がっ

とるということは、非常に厳しいから、何とかそこらあたり考える必要があるんじゃな

いか。これ最低価格はないんやね。だから最低価格を入れるとかなんかしてやっていか

んことには、やはり金額が安いからええんやという形やなしに、そういうとこも含めな

がら入札していかな、非常に厳しいんじゃないかというような私は思いで、そういう意

見を聞いておりますので、そこらあたりの思いは。

○議長（安部 重助君） 小林地域振興課施設連携まちづくり事業特命参事。
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○地域振興課参事兼施設連携まちづくり事業特命参事（小林 英和君） 地域振興課、小

林でございます。仰せのとおり、安ければいいものという考えではちょっとしんどいか

なというところもありますので、次回、業務自身も管理というところになりますので、

やり方等を検討していきたいと思っております。以上でございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか、質疑がないようでございますので、質疑を終結します。

これより討論に入ります。反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論はないようでございます。討論を終結します。

これより第１０３号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１０３号議案は、原案のとお

り可決しました。

ここで昼食のため暫時休憩をいたします。再開を１３時ちょうどといたします。

午前１１時５３分休憩

午後 １時００分再開

○議長（安部 重助君） 休憩を解き、会議を再開いたします。

・ ・

日程第１２ 第１０４号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１２、第１０４号議案、町営住宅柏尾団地建替工事請負

契約締結事項の変更の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） １０４号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、町営住宅柏尾団地建替工事請負契約締結事項の変更の件でございまして、

平成３０年６月１５日締結以降に変更要件が発生したため、当初契約の金額２億９７

２万円に５３０万９６０円を追加し、契約の金額を２億５０２万９６０円に変更

するものでございます。

主な変更内容は、敷地内の掘削により発生しました転石及びコンクリート殻の処分、

消火栓の追加工事等の増額と屋外附帯工事費の減額によるものであります。
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以上が提案理由並びに内容でございます。

なお、詳細につきましては、ひと・まち・みらい課長から御説明いたしますので、よ

ろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

藤原ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（藤原登志幸君） ひと・まち・みらい課、藤原でございます。

それでは、御説明を申し上げます。

議案の次の１ページの町営住宅柏尾団地建てかえ工事工事変更概要をごらんをくださ

い。最初に、建築主体工事につきましては、表の一番右の欄になりますが、請負金額に

よります直接工事費が２３６万５７７円の増額となります。内訳といたしまして、ま

ず１つ目ですが、敷地内の地盤を掘削いたしましたところ、転石とコンクリート殻があ

り、処分に係る経費として、積み込み運搬費あるいはニガ竹残土処分場での処理経費等

１７４万０００円が増額となります。

なお、表の中央にページ欄を設けておりますので、後ろに添付しておる図面等もあわ

せてごらんいただければと思います。

次に、④番のバルコニーの手すりにつきましては、２階バルコニーの笠木が２階洋室

３のサッシと干渉し取りつけが難しいこと、また、当該住宅は建築基準法の適用外とな

りますが、安全性を考慮しまして、手すりと手すり壁を合わせて⒈１メートル以上とす

る規定を遵守することとして、外壁との取り合い部分でその規定高を確保するために、

３段手すりを延長することといたしております。

次に、⑦番の浴室基礎改装部の断熱仕様への変更についてでございますが、浴室であ

ることから、基礎内部が断熱仕様となっておりますので、それに合わせまして、点検等

のための基礎開口部分について、開閉式の扉を取りつけ断熱効果を高めるように変更さ

せていただくもので、１９万０００円の増額となります。

次に、電気設備工事の変更によりまして、直接工事費で２９万６８９円の増額となり

ます。⑩番の玄関スロープの外灯追加でございますが、玄関ポーチに外灯がありますが、

駐車場から玄関までの間に明かりがないために、防犯対策と通行時の安全面からスロー

プ入り口あたりに外灯を設置することといたしまして、２０万円の増額といたしており

ます。

次に、機械設備工事の変更につきましては、直接工事費で３５０万８６４円の増額

となります。１つ目の⑫番ですが、敷地に近接して消火栓がありますが、地元区との協

議によりまして、再度担当課とも協議し、敷地内に消火栓を追加整備することといたし

ました。この消火栓の追加整備に伴いまして、敷地内の水道管の口径を５０ミリから７

５ミリに変更する必要が生じました。また、水道の引き込み位置につきましても、担当

課との協議によりまして当初設計の計画位置から変更が生じましたので、これらの工事

追加によりまして２９２万０００円の増額となっております。
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２ページに移りまして、屋外附帯工事の変更によりまして、直接工事費で２００万

６１１円の減額となります。内訳といたしまして、⑭番でございますが、緑化パーキン

グを駐車場で予定をしておりましたが、小さな子供様や高齢者の方がインターロッキン

グブロックのすき間の繁茂した芝生に足をとられて転倒のおそれがあることから、安全

面を考慮いたしまして、芝生のない透水性のインターロッキングに変更し、合わせて３

１万０００円の増額といたしております。

⑯番のスチール製車どめにつきましては、地元区との協議によりまして、駐車時の誤

操作により車両がすり抜けて擁壁から落下することがないように、スチール製車どめを

幅を１メートルから⒈５メートルの規格に変更をいたしました。また、⑮番の駐車場間

の通路部分をアスファルト舗装に変更をいたしておりますが、インターロッキング通路

との間に車両の進入防止、安全対策としまして７０センチ幅のスチール製車どめを設置

することで、合わせて１１万０００円の増額となりました。

最後の⑲番ですが、玄関ポーチとスロープの表面仕上げの変更ですが、これは積雪、

凍結時の安全面と耐久性を考慮いたしまして、土間砂利洗い出し風舗装からモルタルは

け引きに変更し、玄関入り口付近はタイル張りに変更といたしております。また、スロ

ープに設置しておりますブラインドフェンスの形状や色決定による減額と、手すりにつ

きましては、住宅側はブラインドフェンスの設置を計画しておりますので、住宅側の手

すりを取りやめ、通路側のみの設置に変更させていただき、合わせまして２８２万０

００円の減額といたしております。

これらの増減によりまして、直接工事費で４１５万５１９円の増額となり、共通仮

設費が１８万８９９円の増、諸経費を合わせますと４９１万０００円の増となり、

消費税を加えた総額は５３０万９６０円の増額となるものでございます。よって、契

約金額をこれまでの２億９７２万円から２億５０２万９６０円に変更するもので

ございます。

以上、詳細説明とさせていただきます。御審議のほどをよろしくお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） ３番、澤田です。１点だけ教えていただきたいんですが、

この工事の変更概要の２ページ目の一番上の⑬、クリーンます、これを見ると二戸一で

あるはずのところが、最初クリーンますが１つしかなくて、それが各戸に設置に変更と

書いてあるんですが、変更というか、もうこれ基本のキで、１つずつなかったら、最初

からなかったらあかんもんやと思うんですけども、この辺は町内業者さんが設計されて

いるのにどうしてこのようなことが起こっているのか、その辺を教えていただきたいと

思います。

○議長（安部 重助君） 藤原ひと・まち・みらい課長。
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○ひと・まち・みらい課長（藤原登志幸君） ひと・まち・みらい課、藤原でございます。

クリーンますにつきましては、二戸一ということがございまして、経費の関係からも設

計上は２つで１つでという対応になっておったんでございますが、内容を精査する時点

で、やはり管理上の問題からも各戸に１個ずつが必要ということで、変更という形をと

らせていただいております。当初の設計の仕上がりの時点でこのあたりのチェックをも

う少しかけておけばというところであったかというふうにも反省をしておるところでご

ざいます。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） ３番、澤田です。ということは、今、１６ページの図面

を見ているんですが、１６ページの図面では、一番北側、県道寄りを見ますと、②番と

⑳番がクリーンますの位置ということやったと思うんですが、最初はこれが別の場所１

カ所でクリーンますがついてたということだと理解しているんですけども、これ、どの

段階でこれがおかしいということが、上下水道課との協議の段階でこういうことが出て

きたのか、その辺の経緯を教えていただきたいと思います。

○議長（安部 重助君） 藤原ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（藤原登志幸君） ひと・まち・みらい課、藤原でございます。

定期的に現場での工程会議を開催をしております。その中で、外構の部分の協議の中で

衛生施設の関係について協議をした際に、設計上二戸一になっているというところの指

摘もございまして、時期はちょっと明確には覚えておりませんけれども、６月ぐらいだ

ったと思いますが、そのあたりでの判断で修正をかけたところでございます。以上でご

ざいます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほかに質疑がないようでございますので、質疑を終結します。

これより討論に入ります。反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第１０４号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１０４号議案は、原案のとお

り可決しました。

・ ・

日程第１３ 第１０５号議案
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○議長（安部 重助君） 日程第１３、第１０５号議案、神河町中央公民館空調設備等改

修工事請負契約締結事項の変更の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１０５号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

本議案は、神河町中央公民館空調設備等改修工事請負契約締結事項の変更の件でござ

いまして、平成３０年６月２７日締結以降に変更要件が生じたため、当初契約の金額１

億９５６万円に２６万９２０円を追加し、１億９８２万９２０円に変更するも

のでございます。

主な変更理由は、建築工事、電気設備工事、機械設備工事の増減によるものでありま

す。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、教育課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

藤原教育課長。

○教育課長兼センター所長（藤原 美樹君） 教育課、藤原でございます。それでは、詳

細説明をさせていただきます。議案の次の１ページの神河町中央公民館空調設備等改修

工事工事変更概要をごらんください。

最初に、建築工事につきましては、表の一番右の欄になりますが、請負金額によりま

す直接工事費が６０５円の減額となります。内訳といたしましては、まず、①番の天

井点検口の削減１１カ所についてでございますが、天井点検口の位置と数量につきまし

ては、当初は概算で見込んでおりまして、打ち合わせによるということにしておりまし

た。電気設備と機械設備用の点検口を共用したり、既存の点検口を利用したりすること

で１１カ所を削減したため、個別の部分は０００円単位になりますが、４万０００

円の減額となります。

なお、表の中央にページ数欄を設けておりますので、あわせて図面と一緒にごらんい

ただければと思います。

②の既設誘導灯穴埋め鉄板張りの追加１カ所につきましては、ホール、ロビー⑵の誘

導灯において、現況は埋め込みタイプであったものが、ほかの入り口の同様のタイプの

穴埋め鉄板張りとするのが１カ所漏れていたということがわかりましたので追加したも

ので、４万０００円の増額となっております。

次に、電気設備工事の変更につきましては、直接工事費で３万２００円の減額とな

ります。

１つ目の③番の照明器具露出型Ｆ４０２の追加１台につきましては、事務所受付にお
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いて受付箇所が少し暗いということで、より明るくするために新たに照明器具１台を追

加したもので、２万０００円の増額となります。

④の照明器具埋め込み型Ｋ４０３の１台削減につきましては、第２研修室の水屋にお

いて、既存の木製の照明ボックスがあるんですが、それを再利用することでより明るさ

が確保できるということとともに、費用についてもほぼ変わらないということがわかっ

たため、埋め込み型Ｋ４０３の照明器具を取りやめたことによりまして、５万０００

円の減額となります。

⑤の照明器具露出型Ｍ２０１の４台追加につきましては、上記④の理由によりまして、

露出型のＭ２０１の照明器具を１台削減しまして、かわりに４台を追加したことによる

もので、５万０００円の増額となります。

⑥の照明器具ダウンライトＦ１０８０の１台削減につきましては、カルチャー棟ロビ

ー⑴の吹き抜けのところにおいて、照明器具の配置を既設の部分の照明器具と均等間隔

にするためダウンライト１台を取りやめたことによるもので、５万０００円の減額と

なります。

⑦の照明器具ダウンライトＱ１００の３台追加につきましては、視聴覚室において照

明器具取りつけ部の天井の下地の補強が困難であるということがわかったため、埋め込

み型照明器具Ａ４０２－１を２台取りやめまして、ダウンライトＱ１００、２台に変更

したものでございます。また、準備室において、新設の照明だけでは操作盤の部分が人

の陰になって見えづらくなるということで、操作盤の上部にダウンライト１台を追加し

たもので、合わせて３台の追加で４万０００円の増額となります。

２ページのほうに移りまして、⑧の照明器具ダウンライトＳ１００の１台追加につき

ましては、第２研修室の水屋の収納部分において、部屋の照明器具だけでは収納部分が

暗いということが後からわかったために、収納部分の上部にダウンライトを１台追加し

たもので、１万０００円の増額となっています。

⑨照明器具埋め込み型Ａ４０２－１の４台削減につきましては、リハーサル兼会議室

において、可動式の間仕切り壁収納部分の既存の開き扉が開閉時に天井で新設予定の照

明器具と干渉してしまうということになってしまったため、２台の設置を取りやめたも

のです。また、視聴覚室において、先ほどの⑦の理由でダウンライトＱ１００に変更し

たことにより２台の減となり、合わせて４台の削減で１１万０００円の減額となりま

す。

⑩の誘導灯の１台追加につきましては、カルチャー棟２階廊下北側において、消防署

との打ち合わせによりまして誘導灯も設置の指導を受けたということでございまして、

１台を追加したもので、４万０００円の増額となっています。

最後に、機械設備工事の変更につきましては、一番右側の直接工事費で２６万６５

８円の増額となります。この部分は⑪の空調設備工事電動二方弁の２台追加ということ

でございますが、ホールの舞台において、当初ファンコイルユニットに電動二方弁を１
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個設置するということにしていましたが、特にランニングコストがより効果が得られる

ということで検討しました結果、ホール舞台の北側にありますファンコイルユニットに

二方弁を２個追加し、合計３個つけることにしたもので、２６万０００円の増額とな

ります。二方弁の効果につきましては、冷温水の流量の制御を行い、チラーの負担を減

らすということで、機器の寿命をより長くし、また、電気代についても節減できるとい

うことでございます。

以上によりまして、直接工事費と共通仮設費、諸経費、これに消費税を加えますと総

額で２６万９２０円の増額となります。これによりまして、請負契約１億９５６万

円を１億９８２万９２０円に変更するものでございます。

以上、詳細説明とさせていただきます。御審議のほど、よろしくお願い申し上げます。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございます。質疑を終結します。

これより討論に入ります。反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第１０５号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１０５号議案は、原案のとお

り可決しました。

・ ・

日程第１４ 第１０６号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１４、第１０６号議案、平成３０年度神河町一般会計補

正予算（第４号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１０６号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

本議案は、平成３０年度神河町一般会計補正予算（第４号）でございまして、補正予

算（第３号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでございます。

補正の主なものは、まず、歳入につきましては、国庫支出金、県支出金、基金繰入金、

諸収入、町債の補正となります。
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続きまして、歳出につきましては、人事院勧告及び異動等による各手当、共済費等の

人件費及び最低賃金改定による賃金の補正、ひょうご地域創生交付金事業に係る補正、

企画費では、創業促進事業補助金の増額、貸工場整備事業及び地域経済循環創造交付金

事業の補正、ＣＡＴＶ管理運営費では、インターネット環境切りかえに伴う回線使用料

の増額、諸費では、集落集会施設整備事業補助金の増額、国民健康保険事業、介護保険

事業、そして後期高齢者医療事業に係る特別会計への繰出金の補正、保健衛生総務費で

は、公立神崎総合病院事業会計への補助金の増額、し尿処理費では、浄化槽管理事業の

浄化槽修繕費、合併浄化槽設置補助金の増額、住宅管理費では、若者世帯の住宅取得と

リフォーム支援補助金の補正、災害対策費では、昭和橋の水位計情報システム整備委託

料の増額、幼稚園費では、預かり保育事業及び支援が必要な園児に係る臨時雇い入れ賃

金の増額、社会教育総務費では、採択を受けた文化庁の文化財保存活用地域計画作成事

業の増額、公民館費では、図書室運営事業の図書システムネットワークの切りかえ設定

経費の増額。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億５６０万００

０円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０７億２８１万０００円

とするものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、総務課財政特命参事から御説明いたしますので、よろしく御審

議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

児島総務課財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（児島 修二君） 総務課、児島でございます。それでは、

第１０６号議案の詳細説明をいたします。

５ページ、第２表、地方債補正をお開きください。１、地方債の変更でございます。

４、貸工場整備事業でございまして、０３０万減額の限度額を１億０００万にする

ものでございまして、これにつきましては、過疎債を充当するものでございまして、過

疎債の第１次配分の額にするものでございます。

７、過疎地域自立促進特別事業でございまして、これにつきましてはソフト事業の部

分でございまして、１２０万減額の限度額を８４０万円にするものでございます。内

訳につきましては、医師修学資金の貸し付けの部分が４８０万円の減額、そして創業支

援の補助部分に当たるものが３６０万円の増額でございます。

続いて、１６、公営住宅整備事業でございます。これにつきましては、柏尾団地の建

てかえに係るものでございます。１４０万円を増額し、限度額を２億１３０万円にす

るものでございます。これにつきましては、社会資本整備総合交付金の内示が当初より

減額をいたしておりまして、それに対応するものでございます。

２４、Ｊアラート受信機整備事業でございまして、これにつきましては、平成３１年
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度から稼働をいたします新たな新型受信機の整備に係るものでございまして、歳出予算

につきましては、当初予算で計上をいたしておりますが、このたび４３０万円を増額し

て限度額を４３０万円に設定しながら、緊急防災・減災事業債を第２申請で申請してい

くということでございます。

２５、水位計情報システム整備事業でございまして、これにつきましては、昭和橋の

超音波式水位計、そしてサーバーの更新の整備に係るものでございまして、６００万

増額の限度額を６００万円にするものでございまして、これにつきましても緊急防災

・減災事業債を申請していくということでございます。

これらによりまして、合わせまして０２０万円を増額して、限度額の合計を２３億

３９０万０００円にするものでございます。

続いて、歳入歳出補正予算事項別明細書で説明をさせていただきますので、８ページ、

歳入をお願いいたします。１４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金、

１節保育所運営費負担金２２４万０００円の増額でございます。これにつきましては、

過年度分の運営負担金ということで、平成２９年度の実績報告に基づき、このたび追加

交付をされるものでございます。２節保険基盤安定負担金２３０万０００円の増額で

ございます。これにつきましては、国民健康保険基盤安定負担金の保険者支援分に係る

ものでございまして、負担金の額が確定したことに伴う増額でございます。

２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金９５４万０００円の増額でございます。

まず、社会保障・税番号システム整備補助金として２８８万０００円の増額でござい

ます。これにつきましては、住民基本台帳システムに係るもので、当補助金の対象にな

ったことから増額をするものでございます。続いて、地域経済循環創造事業交付金６

６６万０００円の増額でございます。これにつきましては、アグリイノベーション神

河株式会社が実施をいたします施設栽培に係るものでございまして、このたび金融機関

の融資の決定を受けたということから、国へ今現在申請をしており、国との協議が進め

られているということから、このたび計上をいたすものでございます。

２目民生費国庫補助金３６万０００円の増額でございます。これにつきましては、

地域生活支援事業補助金で、障害者、障害児の日常生活用具の給付に係るものでござい

まして、申請の新たなものがふえてきたということから増額をいたすものでございます。

３目衛生費国庫補助金４８万０００円の増額でございます。これにつきましては、

循環型社会形成推進交付金でございまして、合併浄化槽の増額ということで、７人槽３

基に係るものでございます。

４目土木費国庫補助金６９０万０００円の減額でございます。まず、社会資本整

備総合交付金の定住促進に係るものが４４５万円の増額でございます。内訳につきまし

ては、若者世帯の住宅取得に係るものが５７５万円の増額、そして若者世帯のリフォー

ムに係るものが１３０万円の減額でございます。続いて、同じ交付金の公営住宅に係る

部分が１３５万０００円の減額でございます。これにつきましては、柏尾団地の建
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てかえに係る交付金でございますが、交付金の内示が減額をされたことから、このたび

予算を減額するものでございます。

５目教育費国庫補助金２５０万円の増額です。文化芸術振興費補助金でございまして、

文化庁の指針に基づく文化遺産総合活用推進事業の中のメニューに文化財保存活用地域

計画作成支援事業というものがございまして、このたびそれに申請し、採択を受けたた

めに計上をいたすものでございます。

３項国庫委託金、２目民生費国庫委託金４４万０００円の増額です。国民年金事務

委託金、システム改修に係る交付金でございまして、国民年金第１号被保険者の産前産

後期間の保険料の免除に係る部分のシステムの改修に係るものでございます。

１５款県支出金、県負担金、２目民生費県負担金でございます。まず、保育所運営費

負担金１１２万０００円の増額につきましては、国庫支出金で申しましたのと同じよ

うに実績報告に基づき追加交付をされるものでございます。２節保険基盤安定負担金の

６９０万０００円の増額でございます。これにつきましても国民健康保険の安定基盤

に係るものでございまして、それぞれ負担金が確定したことによる増額でございます。

続いて、９ページをお願いいたします。４節軽減保険料負担金ということで６６万

０００円の減額、これにつきましては、後期高齢者に係る保険基盤安定負担金で、これ

も負担金の額が確定したことにより減額をいたすものでございます。

２項県補助金、１目総務費県補助金３６７万０００円の減額でございます。これに

つきましては、本年度創設をされましたひょうご地域創生交付金に係るものでございま

して、交付決定によりこのたび減額をいたすものでございます。

２目民生費県補助金１８万０００円の増額です。これにつきましては、地域生活支

援事業補助金でございまして、国庫支出金と同様、増額をいたすものでございます。

４目農林水産業費県補助金１６万円の増額でございます。多面的機能支払い交付金の

追加交付により増額をいたすものでございます。

１８款繰入金、２項基金繰入金、１目公共施設維持管理基金繰入金１００万円の増額

でございます。これにつきましては、この基金の中にスキー場の使用料を積み立ててお

ります。今回、第２リフトのワイヤの切り詰め維持修繕を歳出で予算計上をしておりま

して、それに充当するものとして計上をいたすものでございます。

６目財政調整基金繰入金１億８３５万０００円の増額でございます。これにつき

ましては、今回の補正における財源調整のために増額をいたすものでございまして、こ

れによりまして、年度末の見込みにつきましては、１２億８６０万０００円の見込み

でございます。

８目ケーブルテレビネットワーク維持基金繰入金６８０万円の増額でございます。こ

れにつきましても、インターネット環境切りかえに伴うインターネット回線使用料の増

額をこのたびの補正に歳出補正で増額をいたしております。それに充当するもので計上

するものでございます。
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２０款諸収入、５項雑入、２目雑入でございます。このうち災害見舞金受け入れ金と

いうことで、５０万円の増額でございます。これにつきましては、平成３０年７月豪雨

の災害救助法の適用を神河町は受けておりまして、それに伴い、各府県からの見舞金が

県の町村会へ届いております。その県の町村会からこのたび神河町へ配分をされ、受け

入れをしましたので、このたび計上をいたすものでございます。受信設備改修補助金５

８万０００円でございます。これにつきましては、国内の携帯電話会社で結成をされ

ました一般社団法人７００ＭＨｚ利用促進協会から受けるものでございまして、今後、

７００メガヘルツ以上の帯域を携帯電話での利用に割り当てることになっており、そし

て順次携帯基地局から試験電波が放射をされるようになっております。そのため、その

試験放射をされますと、テレビにブロックノイズあるいは画面の乱れ等が発生する可能

性があるため、それに対応するために、地上デジタル波の受信設備を改修する必要があ

るということで、このたび歳出でその改修の費用を計上をいたしております。その費用

につきまして補助を受けるということで、このたび歳出と歳入同額を計上をいたすもの

でございます。森林整備地域活動支援交付金過年度返還金１４７万０００円の増額で

ございます。これにつきましては、平成２５年の執行分でございまして、県の交付金と

町の補助金あわせまして森林組合から返還を受けるものでございます。

２１款町債、これにつきましては、先ほど第２表、地方債補正で説明したとおりでご

ざいます。

続いて、１１ページ、歳出をお願いいたします。歳出全般にわたりまして、人事院勧

告及び異動による各手当、共済費の人件費、そして最低賃金改定に伴う賃金等の補正を

いたしております。なお、その詳細につきましては、省略をさせていただきたいと思い

ます。

ここで、２２ページの給与費明細書をごらんください。２、一般職、⑴の総括という

欄の一番上段の表の比較の欄をごらんください。これにつきましては、一般会計の一般

職の合計額でございまして、給与費の給料につきましては９０万０００円の増額、職

員手当につきましては５７２万０００円の増額、そして共済費につきましては２９２

万０００円の増額、合わせまして９５５万０００円の増額となっているところでご

ざいます。

それでは、また１１ページにお戻りください。２款総務費、１項総務管理費、１目一

般管理費でございまして、３節職員手当等のうち時間外勤務手当３００万円の増額でご

ざいます。これにつきましては、総務課職員に係るものでございまして、まず、当初予

算におきまして、前年度と同じ人数で計上をいたしておりまして、県のほうへ派遣する

１名分を計上をいたしておりませんでしたので、それらを含め、そして今後の支出見込

みを勘案しながら積算をさせていただき、結果、３００万円の増額ということです。こ

れによりまして、時間外勤務手当の総額は８００万円になります。続きまして、１３節

委託料のうちシステム改修委託料２８０万０００円の増額でございます。これにつき
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ましては、基幹システムである福祉医療の審査支払い事務に係るシステム改修でござい

まして、３１年３月の診療分から対応すべきものであることから、計上をいたすもので

ございます。２１節貸付金４８０万円の減額でございます。これにつきましては、医師

修学資金貸与金ということで、当初におきましては新規２名を含めて５名分を計上いた

しておりましたが、その新規２名分がございませんでしたので、このたび減額をいたす

ものでございます。

続いて、１２ページをお願いいたします。５目交通対策費４９万０００円の増額で

ございます。これにつきましては、ＪＲ長谷駅トイレ改修工事に係る事業費でございま

して、このたびこの事業につきましては、長谷駅利用促進計画に基づき実践する事業と

して、長谷地区を考える会のほうで地域の方々で考えていただきながら実践をしていく

ということでございますので、町施行から長谷地区への委託事業として振りかえ、事業

を展開するものでございまして、予算の組み替えをいたしているところでございます。

６目企画費でございます。１２節役務費１００万円の増額、１３節委託料０８９万

０００円の減額、１５節工事請負費６９０万０００円の増額、公有財産購入費７

４６万０００円の減額でございます。これらにつきましては、貸し工場整備に係る補

正でございまして、合わせて０４５万０００円の減額でございます。これによりま

して、貸し工場に係る平成３０年度の予算合計は１億９８６万０００円でございま

して、そのうち１億０００万円を過疎債を充当するという計画に予算の組み替えをい

たしているところでございます。

続きまして、１９節負担金、補助及び交付金のうちシングルマザー移住支援協議会補

助金１００万円の減額でございます。これにつきましては、ひょうご地域創生交付金を

受けながら実施する事業でございまして、実績見込みにより減額をいたすものでござい

ます。続いて、地域経済循環創造交付金５００万円の増額でございます。これにつき

ましては、国庫補助金のところで説明をいたしたとおりでございます。続いて、銀の馬

車道交流館運営協議会補助金５２万円でございます。これにつきましては、銀の馬車道

交流館の自動ドアの玄関の老朽化に伴います改修工事を協議会のほうがやっておられま

して、それについては県の補助金、その他の資金を活用しながら実施をされているとこ

ろでございまして、その不足部分をこのたび支援するために補助するものでございます。

続いて、１３ページをお願いいたします。７目ＣＡＴＶ管理運営費でございます。１

１節需用費５８万０００円の増額、修繕料ということで、先ほど諸収入、雑入のとこ

ろで説明したとおりでございます。１４節使用料及び賃借料６８０万０００円の増額

でございます。これにつきましては、インターネット回線使用料ということで、インタ

ーネットの環境の切りかえに伴う増額ということで、来年４月からＩＲＵ契約によるイ

ンターネットへと移行をいたすわけですけども、それに伴いまして、順次１月から切り

かえをしていこうということで考えておりまして、そのためには、現在の領域というか、

インターネットの領域を上げる必要があるということの中から、その費用をこのたび計
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上をいたすものでございます。

８目諸費、１９節負担金、補助及び交付金１３６万０００円の増額でございます。

集落集会施設整備事業補助金でございまして、赤田の集会所の建てかえ整備に係るもの

でございまして、このたび県土木事務所、そして姫路市消防局の部分におきまして、当

施設は緊急避難所に指定をされているというところから少し整備に係る指摘を受けまし

て、それに伴い整備費が増加したことから、補助金も増額をいたすものでございます。

続きまして、２３節償還金、利子及び割引料１２０万０００円の増額でございます。

これにつきましては、過年度森林整備地域活動支援交付金県費返還金ということで、１

１１万円の増額でございます。先ほど諸収入、雑入のところで申し上げました県の交付

金、そして町の補助金含めて森林組合から返還をされた中から県の交付金部分を県に返

還するものでございまして、これにつきましては、平成２９年度の他府県での会計実地

検査によりまして少し指摘がございました。これによりまして、林野庁が全国調査を実

施し、このたび平成２５年度執行分で少し交付要件を満たしていないということが判明

したことから、返還をいたすというような状況になったものでございます。

続いて、１４ページをお願いいたします。３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福

祉総務費、２８節繰出金でございます。これにつきまして、国民健康保険事業特別会計

繰出金６４８万円の増額でございます。内訳につきましては、保険税軽減分につきまし

て７６７万円の増額、そして財政安定化支援に係るものが１３２万０００円の減額、

そして人勧に伴います人件費につきまして１３万０００円の増額でございます。続い

て、介護保険事業特別会計繰出金６４万０００円でございます。内訳につきましては、

人勧等に係る人件費に係るものが３４万０００円の増額、地域支援事業として総合事

業の部分が７２万０００円の増額、それ以外の部分が４１万０００円の減額でござ

います。

続いて、２目老人福祉費８９万０００円の増額でございます。老人保護措置費に係

るものでございまして、１１月から新たに措置者が１名ふえたことにより増額をいたす

ものでございます。

続いて、７目後期高齢者医療費でございます。まず、１９節負担金、補助及び交付金

６３万０００円の減額、広域連合共通経費分賦金ということでございまして、平成２

９年度の広域連合一般会計決算において剰余金が生じたために、それぞれの分賦金を減

額をいたすものでございます。２８節繰出金８５万０００円の減額につきましては、

まず、保険基盤安定負担金に係るものが８９万０００円の減額、そして人勧に係る給

与費、人件費に係るものが３万０００円の増額でございます。

続いて、４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費ということで、１５ペー

ジをお開きください。１９節負担金、補助及び交付金でございます。まず、公立神崎総

合病院事業会計補助金１億０００万円の増額でございます。これにつきましては、企

業会計３条予算へ補助するものでございます。水道事業会計補助金２０万０００円の

－５６－



増額でございます。これにつきましては、高料金対策に係るものが５５万０００円の

増額、そして企業債の償還の利子に係るものが３５万０００円の減額でございます。

２目健康づくり対策費、１３節委託料３４万０００円の増額でございます。これに

つきましては、システム改修ということで、健康管理システムの町ぐるみ健診の申し込

みの印刷機能に係るシステム改修でございます。

続きまして、３項清掃費、２目し尿処理費４０９万円の増額でございます。まず、需

用費１６０万円の増額、これにつきましては、浄化槽修繕費ということで、１０月末の

実績と今後の見込みにより増額をいたすものでございます。１９節負担金、補助及び交

付金２４９万円の増額でございます。合併処理浄化槽設置補助金ということで、歳入で

申し上げましたとおり、７人槽３基の増額に係るものでございます。

続いて、１６ページをお願いいたします。６款商工費、１項商工費、３目大河内高原

整備費でございます。まず、１１節需用費５万０００円の増額でございます。これに

つきましては、光熱水費が１００万円の減額ということで、これについては、昨年設置

をいたしました大型のＬＥＤ看板２基に係るものでございまして、現状と今後の見込み

により減額をいたすものでございます。続いて、修繕料１０５万０００円の増額でご

ざいます。これにつきましては、峰山高原スキー場の第２リフトのワイヤの切り詰め維

持修繕に係るものでございます。

続いて、１７ページをお願いいたします。１５節工事請負費２９７万０００円の減

額でございまして、砥峰高原駐車場に係る工事請負費でございます。これにつきまして

は、駐車場のスペースの整備につきましては、地元川上区がまちなみ緑化事業を利用し

整備をすることとなっており、その後、通路部分について町が舗装をするということに

なっておりますけども、このたび川上区のまちなみ緑化の申請におきましては、２カ年

での事業ということで、本年度は完了をしないということから、この舗装の工事費を減

額をいたすものでございます。

続きまして、７款３項河川費、１目河川費５４万円の増額でございます。これにつき

ましては、水位計情報連携作業委託料ということで、この後災害対策費で説明いたしま

すが、昭和橋の水位計情報システムの整備に伴いまして、ウェザーニューズとのデータ

連携に係る作業の委託料でございます。

４項都市計画費、１目都市計画総務費５６２万０００円の減額でございます。これ

につきましては、ひょうご地域創生交付金の対象事業でございまして、景観まちづくり

事業の道路の美装化に係る測量、そして設計でございまして、当初外注で委託をする予

定でございましたが、建設課で対応が可能になったということから減額をいたすもので

ございます。

５項住宅費、１目住宅管理費８９０万円の増額でございます。これにつきましては、

先ほど国庫の歳入のところで申し上げましたように、若者世帯住宅の取得、そしてリフ

ォームに係るそれぞれの現状の申請件数、そして今後の見込みによりそれぞれ増減をい
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たすものでございます。

８款消防費、１項消防費、４目災害対策費６００万円の増額でございます。これに

つきましては、水位計情報システム整備委託料ということで、昭和橋に係るものでござ

いまして、超音波式水位計、そしてサーバーの更新に係る費用でございます。

続いて、１８ページをごらんください。９款教育費、３項中学校費、１目中学校管理

費、１９節負担金、補助及び交付金３１万０００円の増額でございます。これにつき

ましては、各種大会生徒派遣負担金でございまして、それぞれ中学生の各部活における

活躍等により全国大会あるいは近畿大会等への出場がふえたために、このたび増額をい

たすものでございます。

続いて、１９ページをお願いいたします。４項幼稚園費、１目幼稚園費、７節賃金１

３７万０００円の増額でございます。これにつきましては、臨時雇い入れ賃金という

ことで、預かり保育に係るものが１０７万０００円の増額、そして支援が必要な園児

に対応するために増額するのが２９万０００円でございます。

５項社会教育費、１目社会教育総務費でございます。歳入で説明をいたしました文化

庁の補助事業でございます文化財保存活用地域計画作成事業につきましては、７節賃金

４７万０００円、８節報償費２３万０００円、９節旅費１１万０００円、１１節

需用費４万０００円、１２節役務費０００円、１３節委託料のうち石造物等文化財

調査業務委託料１９８万０００円でございまして、合わせまして２８６万円でござい

ます。１３節委託料の設計業務委託料６４万０００円につきましては、福本遺跡保存

活用事業ということで進めておりまして、ガイダンス施設の設計を現在行っておるわけ

ですけども、新たに文化財的遺構が確認をされたということから、新たな試掘調査が必

要となったということから増額をいたすものでございます。１５節工事請負費２０万円

の減額でございます。埋蔵文化財確認調査工事請負費で、現在、福本堂屋敷廃寺の調査

を行っております。その部分で契約、そして出来高見込みの中から今回減額をいたすも

のでございます。１４節使用料及び賃借料４５万０００円の減額でございます。これ

につきましては、土地使用料ということで、当初、福本遺跡への見学等の来訪者のため

に借用をし、駐車場をする予定でございましたが、事情によりその土地が借用できなく

なったということから、このたび減額をいたすものでございます。２２節補償、補填及

び賠償金１４万円の増額でございます。これにつきましては、立木補償費ということで、

県指定文化財の福本遺跡内の用地を購入をすべく計画をいたしておりまして、その部分

に係る立木補償の内容がこのたび確定をしたために増額をいたすものでございます。本

数にいたしまして７０本、コナラ、ヒノキ等でございます。

続いて、２０ページをお願いいたします。２目公民館費、１３節委託料４８万００

０円の増額でございます。ネットワーク設定作業委託料ということで、これにつきまし

ては図書室運営に係るもので、図書システムということで、中央公民館、神崎公民館、

きらきら館のネットワークを今現在しているわけですけども、ＮＴＴ回線を利用してお
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りまして、それをケーブルテレビの光回線へ切りかえるためのものでございます。

そして、２１ページから２４ページは給与費明細書、そして最後のページには地方債

補正の内訳資料を添付をいたしております。

以上で詳細説明を終わります。よろしく御審議のほどお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

小寺議員。

○議員（４番 小寺 俊輔君） ４番、小寺です。済みません。もう少し詳しく教えてい

ただきたいんですけども、１３ページの諸費、２３節の過年度森林整備地域活動支援交

付金県費の返還金のところで、もう少し詳しく説明していただけますか。ちょっとわか

りづらかったので。

○議長（安部 重助君） 地域振興課、多田農林業特命参事。

○地域振興課参事兼農林業特命参事（多田 守君） 地域振興課、多田でございます。

森林整備地域活動支援交付金の返還についてでございますが、この事業につきましては、

森林経営計画をつくるに当たって、現地調査等、それから作成費等の費用が補助金とし

て支払われるものでございまして、２５年度にこの事業取り組んでおりますが、その中

で、森林経営計画の期間内に間伐を、その面積をすればいいという判断ということでし

ておったんですが、要綱、要領等、会計検査のほうで全国的な指摘がありまして、その

森林経営計画ができた次の年に、翌年度にその面積を間伐をしなければ、そのしなかっ

た間伐の面積分は返還してくださいよというようなことで、全国的な調査がありまして、

兵庫県からも精査をしなさいということで、調査をしたところでございます。その結果、

２５年度の事業が該当しまして、４⒐３ヘクタールが該当するということで、ヘクター

ル当たり３万円で１４７万０００円というところで、今回返還するということになり

ました。以上でございます。

○議長（安部 重助君） ほか、ございますか。

三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。２点お尋ねをしたいと思いま

す。

まず、１点目は、１２ページの企画費の関係の中で、貸し工場の関係です。３０年度

の事業費が１億９８６万０００円という総額の説明があったんですが、今回、それ

ぞれ委託料と公有財産購入費は減額、また工事請負費は増額という格好でなってます。

そして一方では、地方債のほうは６７０万という減額になっておりますので、申しわ

けないんですけど、この事業の財源等も含めた部分の中で、当初から今回の補正でどう

変わっていったかなというような資料というんですか、一目でわかるような資料の提出

をお願いをしたいなというのが１点でございます。

それからもう１点は、８ページになりますが、保育所の過年度の運営負担金、それぞ
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れ国、県で合わせて３３０万円ほどの追加交付を受けとんですが、通常でしたらこの交

付金についてはそれぞれの保育所に交付されるんじゃないかなという形と思っとったん

ですが、実際は、保育所の関係の経費を見てみますと、１４ページ、委託料だけを単純

に見ますと私立保育所の運営委託料が５３６万０００円という減額になっています。

ところがこの支出の分だけを見ますと、委託料と１９節の負担金及び交付金で、たまた

ま増額ですので、この部分は先ほど言いました負担金とは一切関係なしに、単なる科目

の振りかえでこのような結果になったのかどうか、その辺の分の状況もわかるような分

で次回の委員会等でお示しを願えたらと思いますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。

○議長（安部 重助君） 藤原ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（藤原登志幸君） ひと・まち・みらい課、藤原でございます。

貸し工場の関係については、委員会までに資料を整理をさせていただいて、提示をさせ

ていただきたく思います。よろしくお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 藤原教育課長。

○教育課長兼センター所長（藤原 美樹君） 教育課、藤原でございます。歳入部分の過

年度分の保育所の運営負担金につきましては、過年度分ということで、保育所に対して

は前年度で精算が終わっておりまして、この補助金につきましては、３月の確定までに

決算見込みを行ってするもので、それの精算ということで歳入で計上している部分で、

歳出につきましては、本年度の事業費の部分でございまして、町外、また町内の、町外

につきましては委託金、町内につきましては負担金という形になりますので、転入の異

動があったということによる事業費の振りかえということでございます。詳しくは委員

会に資料を提出させていただきます。よろしくお願いします。

○議長（安部 重助君） ほかに。

吉岡議員。

○議員（５番 吉岡 嘉宏君） ５番、吉岡でございます。１６ページ、１７ページにか

けてお尋ねをします。

１６ページの５款農林水産業費のところで、２項林業費、真ん中あたりですね。人勧

に係るもんや思うんですけど、給料、職員手当、共済費、それぞれ０００円ふえた、

２万０００円ふえた、１１万０００円減ったよとあるんですね。これはベースアッ

プ等があったのでふえるんかなと思って見ておりましたら、共済組合負担金だけマイナ

スと。これ単純にこの部分だけ見ておると、全部上がってしかるべきやのに、何で１１

万０００円減なのかなと、これが一つ。これが農林水産業費のところです。

それから、次に、同じページの商工費のとこで、観光振興費の賃金が１４５万００

０円マイナス、これ減っとんがいいのか悪いのかわかりませんけども、減るいうことで、

仕事等に支障が出るとまずいので、ここらの何でやったんかないうこと。

それから、１７ページのすぐ下の土木管理費、ここも賃金で１６１万０００円、嘱
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託・臨時職員賃金が減ってますよと。これもごぼっと１人分ぐらい減ってますので、こ

れも本来何か仕事をしてもらわんとあかんかった分がなくなったんかどうなんか、仕事

に支障が出ると困るので、そこらどうなんかなという、以上３点についてお願いします。

○議長（安部 重助君） 児島総務課財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（児島 修二君） 総務課、児島でございます。吉岡議員の

２つ目の質問の商工費、観光振興費の賃金の減額の部分でございます。これにつきまし

ては、地域おこし協力隊の部分でございまして、採用がなかなかなかったということで、

今の現状におきまして、支出見込みがない部分の減額ということで計上をさせていただ

いております。

続いて、土木費の土木総務費の中の賃金の減額でございます。これにつきましては、

当初、用地調査等に係る人的配置ということで予算化をいたしておったところですが、

現状まだ雇用が発生をしていないということで、現状支出をしてない部分について減額

をいたしているというところでございます。以上です。

○議長（安部 重助君） 日和総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。農林水産業費の共済費の減額

の部分に関するお尋ねでございますが、詳細確認をさせていただきまして、総務委員会

のほうで御説明をさせていただきたいと思います。申しわけございません。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） ３番、澤田です。大きく２点お尋ねしたいんですが、１

点目は、教育費の社会教育総務費の文化財の関係です。

○議長（安部 重助君） 何ページになりますか。ページ数。

○議員（３番 澤田 俊一君） １９ページですね。この中で、歳入、歳出の中で、文化

庁の文化財保存活用地域計画作成支援事業に取り組んでいくという説明があったと思う

んです。今まで、平成２８年以前からになるんですが、神河町の歴史文化基本構想、ま

た翌年にはそれを生かした保存活用計画と、そういったものが順次できてきて、もとも

とは、その目的自体が大きくは福本遺跡の整備、保存、活用していくためにこういう計

画が必要なんだということで、年次計画を立ててやってこられたと思うんです。そうい

う中で、また今度、文化庁が今言いました地域計画の作成支援事業に取り組もうとされ

ている。これは新しく出てきた事業やないかなと思うんですが、国の支援を受けるため

に必要な計画だと思うんですけども、ちょっと全体像が見えないというか、文化庁が今

からの歴史文化遺産を活用していくために、当初、私たちが認識していたのは、基本構

想があって、保存活用計画があって、あとは個々の遺跡の整備計画ができればいいとい

うふうに聞いてたんですが、今回、この地域計画が出てきた。その中でも今回は石造物

について調査をされるということで出てきた。この地域計画の作成は石造物だけでいい

のか。この支援事業の中身ですね。今後、教育委員会としてはどういうことを取り組ま
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んとあかんのんかという部分、金額的なところは結構ですので、特に地域計画の作成事

業というのはどういう中身なんか、今後、どういうことをしていかんとあかんのんか、

今回のこの石造物だけでいいのか、その辺のところを、次回の委員会で結構ですので、

少しその考え方をペーパーにまとめていただければなと思うんです。そういうことをも

とにして、今後、９月の定例会でもありましたが、町史の編さんに向けてですとか、福

本遺跡の具体的な整備に向けてということが進んでいくと思うんですが、その基礎とな

る考え方というか、国がこういうふうな考え方でこうしていくんだという流れというん

ですかね、そういうものが理解できる資料をいただけないかなと思います。

もう１点は、これ、財政特命参事のほうにお伺いしたいんですけども、補正予算の組

み方というか、財源の話なんですが、きょうの総務文教常任委員長の報告の中でも、例

えば学校の空調設備が０００万の予算が１０分の１の９００万で済んだと。今回それ

の減額補正が出てきてないんですよね。当初予算を見ますと、その中にも一般財源とし

て８００万ぐらいの一般財源が含まれている。それの減額補正をせずに、今回また財

調からの繰り入れを行う。こういう補正予算の組み方いうんですか、考え方。必要ない

予算については早急に落としてすべきではないか。この小学校の整備事業の中にも８

００万の一般財源が含まれてます。もちろんそれ以外の公共施設の維持管理基金の繰り

入れですとか、ふるさとづくり応援基金の繰り入れもあるんですけども、一般財源が含

まれている、多くの一般財源を含んでいるものを減額せずに、なぜ財調を取り崩してい

くのか。その辺の考え方をお聞かせいただきたいと思います。

以上２点です。

○議長（安部 重助君） まず１点目、藤原教育課長。

○教育課長兼センター所長（藤原 美樹君） 教育課、藤原でございます。澤田議員御指

摘のとおり、地域計画、今回つくるに当たりまして、神河町においてはもう既に基本構

想、保存活用計画をつくっております。その整合性といいますか、今回また新たになぜ

だというところもございます。それにつきましては、先ほど言っていただきましたよう

に、総務委員会に資料を出させていただきまして、流れがわかるものをつくらせていた

だきたいと思います。よろしくお願いします。以上でございます。

○議長（安部 重助君） ２点目、児島総務課財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（児島 修二君） 総務課、児島でございます。補正予算の

組み方というところで、１２月補正におきましては、そういうところで補正を、財源を

割り当てたわけでございますけども、今、事業を執行している中で、３月補正におきま

して、それぞれの事業の確定あるいは見込みの中で、３月において全て減額いたすもの

は減額するというような方向で今までもやってきましたし、今回につきましてもそうい

うようなところで、補正を今後３月に向けてしっかりと減額すべきものは減額するとい

うことでしていくという方針でございますので、１２月補正につきましては、財調を取

り崩しながら予算編成を行ったということで御理解をしていただければと思います。
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○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか、ないようでございますので、質疑を終結します。

ここでお諮りします。本案については、総務文教常任委員会に審査を付託したいと思

いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認め、第１０６号議案は、総務文教常任委員

会に審査を付託することに決定しました。

・ ・

日程第１５ 第１０７号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１５、第１０７号議案、平成３０年度神河町介護療育支

援事業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１０７号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

本議案は、平成３０年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第２号）でござ

いまして、補正予算（第１号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでご

ざいます。

補正の内容は、職員の異動により４２万０００円の増額及び人事院勧告に伴います

人件費１２万０００円の増額で、合計５４万０００円を増額しており、その財源を

予備費から同額を充用しております。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございますので、質疑を終結します。

なお、本議案に対する討論、採決は最終日に行いますので、御了承を願います。

・ ・

日程第１６ 第１０８号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１６、第１０８号議案、平成３０年度神河町国民健康保

険事業特別会計補正予算（第３号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） １０８号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。
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本議案は、平成３０年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）でござ

いまして、補正予算（第２号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでご

ざいます。

補正の内容は、歳入におきまして、保険基盤安定負担金の確定による増額、人事院勧

告による職員給与費の増加による職員給与費等繰入金の増額、交付税算定額の確定によ

る財政安定化支援事業繰入金の減額、歳出では、人事院勧告に伴う職員給与費の増加に

よる国保職員人件費事業についての増額、歳入過多になる分を基金に積み立てるために

よる財政調整基金積立金の増額が主なものでございます。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０８万０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６億２１９万０００円とする

ものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございますので、質疑を終結します。

なお、本議案に対する討論、採決は最終日に行いますので、御了承を願います。

・ ・

日程第１７ 第１０９号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１７、第１０９号議案、平成３０年度神河町後期高齢者

医療事業特別会計補正予算（第３号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） １０９号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成３０年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）でご

ざいまして、補正予算（第２号）以降、補正要因が生じたものについて補正するもので

ございます。

補正の内容は、歳入におきまして、人事院勧告に伴う人件費の増額による事務費繰入

金の増額、保険基盤安定負担金が確定したことによる保険基盤安定繰入金の減額、歳出

では、人事院勧告に伴う人件費の増額、保険基盤安定負担金が確定したことによる保険

基盤安定繰入金と同額を後期高齢者医療広域連合納付金の保険基盤安定制度負担金に計

上し、減額いたしております。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８５万０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億７１９万円とするものでござい

ます。
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以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございますので、質疑を終結します。

なお、本議案に対する討論、採決は最終日に行いますので、御了承を願います。

・ ・

日程第１８ 第１１０号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１８、第１１０号議案、平成３０年度神河町介護保険事

業特別会計補正予算（第３号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１１０号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

本議案は、平成３０年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）でございま

して、補正予算（第２号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでござい

ます。

補正の内容は、歳入におきまして、交付決定通知に伴う調整交付金、支払基金交付金

の増額、地域支援事業の補助率変更等に伴う国庫補助金の減額、地域支援事業総合事業

の事業費増に伴う県補助金の増額、人事院勧告及びサービス事業費増に伴う一般会計繰

入金の増額が主なものでございます。

歳出では、人事院勧告及び最低賃金改定に伴う総務管理費及び地域支援事業費におけ

る人件費の増額、地域支援事業費の包括的・継続的ケアマネジメント事業費の嘱託職員

未採用に伴う賃金の減額、介護予防・生活支援サービス事業費の訪問介護相当サービス

費及び通所介護相当サービス費の増額、介護給付費準備基金積立金の増額が主なもので

ございます。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出５６５万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億１０８万円とするものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございますか。

三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。１点だけお尋ねをしたいと思

います。予算書の９ページでございまして、地域支援事業費の介護予防・生活支援サー

ビス事業費で５６０万円余りの増額になっております。これを見ますと、訪問のほうで

１６０万、それから通所介護サービスのほうで４００万とふえております。この補正後
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で去年と同じような数字になるわけなんですが、この５６０万ほどふえている要因です

ね、これを教えていただきたいと思います。

○議長（安部 重助君） 桐月健康福祉課長。

○健康福祉課長（桐月 俊彦君） 健康福祉課、桐月でございます。２９年度からこの事

業はスタートしておりまして、これまで介護保険の給付を利用しておりましたが、大体

１２カ月でその人の介護度の更新を行います。その更新が来るまでは今までの介護給付

費でしておりました。更新が終わった日から、次はこの総合事業のほうに移行という形

になってますので、２９年度につきましては、５月に更新をされる方、１２月に更新さ

れる方ということで、時期がずれておりますので、昨年度はサービス費のほうは少ない

という状況ですが、３０年度につきましてはもう全員が更新をされてますので、全員が

これに対象になるというところでございます。ですから本年度と昨年度の事業費のほう

が大きく違うということで、そのあたり、当初予算に組み込みの見込みがこちらのほう

が少なかったということで、今回増額補正をさせていただきました。よろしくお願いし

ます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） ３番、澤田です。９ページの３款３項１目の包括的・継

続的ケアマネジメント事業費の賃金の減額があるんですけども、これは採用ができなか

ったということなんですが、業務への支障がないのか、また、この業務を今どなたがこ

なしておられるのか、お願いしたいと思います。

○議長（安部 重助君） 桐月健康福祉課長。

○健康福祉課長（桐月 俊彦君） 健康福祉課、桐月でございます。昨年から３回ほど職

員の募集をさせていただいております。ハローワークにも出向いて、主任ケアマネとい

うことで募集のお願いをさせていただいたんですけども、残念ながらなかなか主任ケア

マネの資格を持った方が今おられないというところで、残念ながら未採用という形にな

ってます。その分、包括の職員には大変しんどい思いをさせているという中で、みんな

で分担をさせていただきながらケアプランを作成している、また、事業所のほうに委託

を幾らかさせていただいて回しているというのが状況でございます。以上です。

○議長（安部 重助君） ほか、ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか、ないようでございます。質疑を終結します。

なお、本議案に対する討論、採決は最終日に行いますので、御了承を願います。

・ ・

日程第１９ 第１１１号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１９、第１１１号議案、平成３０年度神河町訪問看護事

業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。
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上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１１１号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

本議案は、平成３０年度訪問看護事業特別会計補正予算（第２号）でございまして、

補正予算（第１号）以降、補正要因の生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、給料及び職員手当等について、職員の異動等による２０７万０００

円の減額及び人事院勧告に伴います人件費３０万９円の増額で、差し引き１７６万０

００円を減額しております。そして同額を予備費に計上しております。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございます。質疑を終結します。

なお、本議案に対する討論、採決は最終日に行いますので、御了承を願います。

・ ・

日程第２０ 第１１２号議案

○議長（安部 重助君） 日程第２０、第１１２号議案、平成３０年度神河町水道事業会

計補正予算（第２号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１１２号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

本議案は、平成３０年度神河町水道事業会計補正予算（第２号）でございまして、補

正予算（第１号）以降、補正要因の生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、予算第３条の収益的収入の予定額で、営業収益では加入金等の増額に

より４６万０００円の増額、営業外収益では長期前受け金戻入等により３３７万０

００円の増額、収益的支出の営業費用では、猛暑による漏水の修繕費の増と減価償却費

が確定したことなどにより０２５万０００円の増額、営業外費用は、利率の確定に

より７８万０００円の減額、予備費では５６４万円の減額。これらにより、水道事業

収益及び費用それぞれ４億９６０万０００円といたします。

次に、予算第４条の資本的収入の予定額で、新規給水管布設工事が多くあったために

負担金を１７３万円増額、資本的支出では、建設改良費で単独工事費等に不足が生じた

ために１８３万０００円の増額、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２

億２７５万０００円は過年度分損益勘定留保資金等で補填いたします。

次に、予算第８条に定めた議会の議決を経なければ流用することのできない職員給与
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費を人事院勧告により３１万０００円増額し、８２２万０００円といたします。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、上下水道課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

中島上下水道課長。

○上下水道課長（中島 康之君） 上下水道課の中島でございます。それでは、第１１２

号議案、平成３０年度水道事業会計補正予算の主なものについて詳細説明をさせていた

だきます。

それでは、３ページをお願いいたします。補正予算実施計画の収益的収入及び支出で

説明いたします。１款１項３目その他営業収益は、新規加入負担金で口径変更等が多く

あったために４６万０００円の増額。２項２目他会計補助金は、高料金対策補助は繰

り出し基準の資本費が変更したことにより５５万０００円の増額、企業債利息補助は、

企業債の利率が確定したことにより３５万０００円の減額。４目長期前受け金戻入は、

減価償却見合い分の収益化が確定したことにより３１６万０００円の増額。

４ページ、５ページは支出でございます。１款１項２目配水及び給水費では、５節委

託料は漏水調査範囲の拡大により３０万円の増額。７節修繕費は、猛暑により漏水が多

発しました。頻繁に漏水する箇所については布設がえの実施をしました。現在、漏水調

査を行っていますが、まだまだ修繕工事が必要なために４２３万円の増額。９節材料費

は、漏水多発により修繕工事材料に不足が生じているために６５万円の増額。４目総係

費は、給与改定に伴うもので、給料、手当、賞与引当金繰入額等を補正しております。

６ページの５目減価償却費は、減価償却費が確定したことによる精算でございます。

２項１目支払い利息及び企業債取扱諸費は、２９年度に借り入れした企業債の率が確定

したことにより７８万０００円の減額。

７ページは、資本的収入及び支出でございます。１款３項１目負担金では、当初予算

では１件の予定でしたが、新規の給水管引き込み工事要望が３件あるために１７３万円

の増額。

８ページ、９ページは資本的支出でございます。８ページは、給与改定に伴う変更で

ございます。９ページ、２目施設費、１節委託料は、入札差金により３４３万００

０円の減額。２節工事請負費、現在工事の実施中でございます。道路掘削中に岩盤、擁

壁等の地下埋設物等障害物が出てきたり、管路のルート変更などが必要になること、既

設給水管との取り合い等で設計変更等が発生しますので、工事費を増額いたしておりま

す。

１０ページはキャッシュフロー計算書、１１ページは給与費明細書でございます。

以上で水道事業会計補正予算の詳細説明を終わります。御審議よろしくお願いいたし

ます。
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○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございますので、質疑を終結します。

なお、本議案に対する討論、採決は最終日に行いますので、御了承を願います。

・ ・

日程第２１ 第１１３号議案

○議長（安部 重助君） 日程第２１、第１１３号議案、平成３０年度神河町下水道事業

会計補正予算（第２号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１１３号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

本議案は、平成３０年度神河町下水道事業会計補正予算（第２号）でございまして、

補正予算（第１号）以降、補正要因の生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、予算第３条の収益的支出の予定額で、人事院勧告に伴う人件費の増額

補正で、給料、手当、賞与引当金繰入額、法定福利費、法定福利費引当金繰入額の増額、

合計で３０万０００円の増額補正をいたしており、同額、予備費を減額いたしており

ます。

次に、予算第８条に定めた議会の議決を経なければ流用することのできない職員給与

費を３０万０００円増額し、２９４万０００円といたします。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございますので、質疑を終結します。

なお、本議案に対する討論、採決は最終日に行いますので、御了承を願います。

・ ・

日程第２２ 第１１４号議案

○議長（安部 重助君） 日程第２２、第１１４号議案、平成３０年度公立神崎総合病院

事業会計補正予算（第２号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１１４号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

本議案は、平成３０年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第２号）でございまし
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て、補正予算（第１号）以降、補正要因の生じたものについて補正するものでございま

す。

補正の内容は、当初予算の第７条、一時借入金の限度額について、北館改築工事に伴

う工事費や高額な医療機器の購入による支払いをしていく上で、他の支払いも含め資金

繰りを円滑にするため、一時借り入れの限度額を５億円から８億円に改めています。

次に、３条予算の収入において、一般会計からの通常分の繰入金、他会計負担金につ

きまして、当初の第３条予算で２億０００万円、第４条予算で１億円、合計３億０

００万円計上していましたが、上半期及び今後の収支状況を考慮し、今回、第３条に１

億０００万円を増額いたしております。

また、支出では、職員の異動及び人事院勧告に伴います補正でございまして、３条予

算において、職員３名の減など、職員の異動等により６７５万０００円を減額、また、

人事院勧告に伴います人件費を６４２万０００円増額しており、差し引き３３万円の

人件費を減額しております。そして同額を予備費に計上しています。

また、４条予算においては、職員の異動や人事院勧告に伴います給料、職員手当等を

３３万０００円増額しています。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございますので、質疑を終結します。

なお、本議案に対する討論、採決は最終日に行いますので、御了承を願います。

・ ・

日程第２３ 議員派遣の件

○議長（安部 重助君） 日程第２３、議員派遣の件を議題とします。

会議規則第１２９条に伴う議員派遣について、お手元に配付のとおり議員派遣する予

定となっています。

お諮りします。別紙のとおり議員を派遣することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認め、別紙のとおり議員派遣することに決定

されました。

・ ・

○議長（安部 重助君） 以上で本日の日程は全て終了しました。

お諮りします。委員会に付託した議案審査のため、あすから１２月１２日まで休会し

たいと思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。よって、委員会に付託した議案審
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査のため、あすから１２月１２日まで休会と決定しました。

次の本会議は、１２月１３日午前９時再開といたします。

本日はこれにて散会といたします。どうも御苦労さまでした。

午後２時５０分散会
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